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（仮称）札幌博物館基本計画 【概要版①】  

序 章 

第１章 札幌博物館の使命 

第２章 札幌博物館の基本テーマと対象領域 

北・その自然と人 基本テーマ 

札幌博物館の使命 

使命② 
 

創造性あふれる 

人材の育成    

 

使命③ 
 

自然と人の観点から 

まちづくりに貢献 

使命① 
 

 札幌市民としての郷土への 

愛着と誇りを育む 
  

第３章 事業活動計画 

１ 事業活動の考え方 

 グループが活動する 
 

・人が出会い、人とつながる中で生まれたグループの博物館活動を、積極的に支援 

 活動が街にひろがる 
 

・様々な活動の成果を得たグループや個人が、札幌の街全体をフィールドに多彩な 
  活動を展開 

 人が出会い、人とつながる 
 

・感動的な展示と親しみやすい解説で、何度も足を運びたくなるような体験や交流の 

 場を提供 

・同じ興味や関心を持つ人が出会い情報を分かち合う機会を提供し、世代を問わず 

  人と人がつながり、グループを形成  

感動伝達事業（エモーション事業） ： 札幌の自然史の魅力を伝える 

３ 活動拠点（コア）での事業活動の展開 

札幌の自然史を実感する「本物」の迫力や魅力を展示 
様々な講座や体験事業など学芸員のきめ細かな対応 

地域課題解決事業（ソリューション事業） ： 札幌の独自性を解明、成果を発信・活用 

つながり創出事業（リレーション事業）：ネットワークを結び「つながり」を強め活動を広げる 

感動伝達事業や地域課題解決事業の成果や活動を街全体に広げ、 
市民や関係機関とつながりを強める 

札幌の独自性を明らかにする資料を広く収集し、適切な環境で保存、未来に継承 
日常生活や地域性のあるテーマの調査・研究、研究成果の発信・活用 

２ 事業活動の構造 

札幌博物館の外にある既存施設や各種資産 つながり起点（サテライト） 

（ア） 博物館・研究機関等           

（イ） 教育機関                 

（ウ） 地域の歴史や文化の拠点          

（エ） 自然・歴史・文化の足跡をうかがい知ることのできる地域の資産 

札幌博物館の施設 活動拠点（コア） 

４ ネットワーク型ミュージアムの仕組み 

【展示・解説】 

【収集・保存、調査・研究】 

【普及・交流】 

１ これまでの経緯 
・S 61  市教委による自然史系博物館の検討開始 
・H08  博物館基本構想委員会から「北・その自然と人」を  
       基本テーマとする自然系総合博物館を目指す提言 
・H09  行財政改革推進計画により博物館建設計画は凍結 
・H13  札幌市博物館計画推進方針策定、博物館活動セン 
       ター開設 

２ 計画策定の目的 
  社会情勢・社会環境の変化と博物館に求められる役割  
  を踏まえ、札幌の自然と人の関わりを探求し、札幌の未 
  来に貢献する博物館を創り上げていく計画を策定します。 

３ 計画の位置付け 
  平成25年に制定された「札幌市まちづくり戦略ビジョン」 
  を受けた、個別計画として位置付けます。 

札幌博物館 北海道博物館 北海道大学総合博物館 

領 域 石狩低地帯形成の1億3千万年 人間史中心の120万年 北大開学140年の研究成果 

特 徴 
・自然史の視点から札幌の自然、歴史、文化を 
 明らかにする「自然史系博物館」 

・人間史の博物館 
・アイヌ文化を保存・伝承し、未来に 
 活かす博物館 

・学術標本の活用と学芸員研修や研究 
 活動への援助を通じた博物館への貢 
 献する「大学博物館」 

使 命 

１札幌市民としての郷土への愛着と誇りを育む 

２創造性あふれる人材の育成 

３自然と人の観点からまちづくりに貢献 

１博物館としての基本的機能の充実 

２北海道における総合的な博物館 

３道内博物館の中核となる施設 

１学術標本の管理・整理、次世代への継承 
  と情報の提供 
２学術資料を用いた学際的研究分野の開拓 

３展示・セミナー等を通じた教育普及活動 

４博物館文化の創造と発信 

対 象 

 市民や札幌の観光客など 
  
・市民にとっては札幌の独自性を総合的に学ぶ 
 唯一の場であり、観光客などの来訪者にとっては 
 札幌の魅力を味わい楽しむ施設 

 道民 
  
・特定の地域や人ではなく、北海道と道 
  民が対象 
 

 学生・研究者 
  
・高等教育機関の博物館として学生・研究 
  者への情報提供が中心 
 

基本テーマ 北・その自然と人 北東アジアの中の北海道 モノ・コト・ヒトをつなぐ 

展示テーマ 

札幌の独自性を示す５つのサブテーマ 

１さっぽろの自然景観の形成 
 石狩低地帯の形成と札幌の山、川、台地の形成史 
 

２さっぽろの生命と生物の進化 
 札幌産出の化石から見る生物の進化   
 

３さっぽろの自然と人類の共生 
 札幌の生物多様性と人々のくらし 
 

４さっぽろの交流史 
 気候変動に伴う環境と文化の交流  
 

５さっぽろの形成史 
 札幌の街並を形成した自然背景を歴史や人物とあわせて紹介  
 

プロローグ 

１北海道120万年物語 
 ナウマンゾウ、マンモスゾウ、北海道に生きた人 
 

２アイヌ文化の世界 
 アイヌの口承文芸、伝統文化、暮らしと意識 
 

３北海道らしさの秘密 
 明治、大正、昭和を経て作られた北海道らしさ 
 

４わたしたちの時代へ 
 戦争、開発、自然保護など人と自然の関係を展示 
 

５生き物たちの北海道 
 生物同士のつながりを、生態系ごとに展示 

 
学術テーマ展示・知の統合 
 

生き続ける札幌農学校精神 
 

実学の精神 
 

ロフティーアンビションの系譜 
 

知との対話 
 

知との統合 
 

循環から見る自然と人 
 

生命／多様性と普遍性 
 

人間・社会・自然と科学技術 
 

北を見る目・北から見る目 

市民とともに自然史の視点から札幌の独自性を明らかにする 

博物館活動センターにおける活動の成果と課題  ＋  急速な社会環境の変化 
 

-課題抽出- ・資料収集分野・研究分野の偏り ・ネットワーク機能の不足 ・団体利用への対応不可 など  

 
         …北海道大学総合博物館(北区)、北海道博物館(旧 北海道開拓記念館、厚別区) 等 
 

 …市内の幼稚園、小中学校、高等学校、大学 等 
 

             …清華亭(北区)、屯田郷土資料館(北区)、札幌村郷土資料館(東区)、手稲記念館(西区) 等 
 

                                       …藻岩山(南区)、石山緑地(南区)、手稲山(手稲区) 等 
 

・展示の迫力（体長7ｍのサッポロ 
 カイギュウ）と学芸員の解説 
・体験学習会・講座 
・出前展示          
・科学絵本読み聞かせ&学芸員の 
 井戸端サイエンス 
・サイエンス・フォーラム 

【具体例】 

   － ネットワークの形成～多様な活動を展開するために～ － 

・えぞホネ団…動物標本・レプリカ・ 
          教材製作 
・読み聞かせ・朗読ユニット月et兎 
・西岡公園植物調査班 
・札幌自然史研究会(化石のｸﾘｰﾆﾝｸﾞ) 

・えぞホネ団の活動 
 …円山動物園（スネークアート展）、    
    大阪市自然史博物館（ほねほ   
  ねサミット）への参加 



①組織の考え方 ⇒ 事業や活動を連携させていく調整役の人材としてのコーディネーターの配置 
②市民活動参画登録制度の検討 
③外部有識者で構成する評価委員会 
 

①感動伝達領域：いつ来ても新しい発見ができる展示内容を容易に更新、可変性を重視した構造 
 ●展示エリア                 ・・・ 常設展示室、企画展示室、特別展示室 等   
 ●普及・交流エリア・            ・・・ 講義室、実習室、講堂、作業室 等 

②地域課題解決領域：適切な収蔵環境の整備、専門的な調査・研究活動に対応 
   ●収集・保存エリア            ・・・ 収蔵庫、特別収蔵庫 等   
   ●調査・研究エリア            ・・・ 研究室、標本検査室、洗浄処理室 等 

③つながり創出領域：思わず立ち寄ってみたくなるにぎわいと交流の場 
 ●エントランス・交流エリア    ・・・ 図書閲覧室、ミュージアムショップ、カフェ 等  

④管理・その他領域 
 ●管理・共用その他エリア    ・・・ 事務室、会議室、機械室 等   
 

展示内容、館内で行われる諸活動について詳細に詰め、それにあわせた規模や諸室を検討する 

 

第６章 整備推進方針 

（仮称）札幌博物館基本計画 【概要版②】  

第４章 施設計画 

第５章 運営計画 

 １.札幌博物館の候補地  

条 

件 

札幌駅・大通駅やその周辺の都心部 
▶地下鉄・市電を利用して「つながり起点（サテライト）」  
  にアクセスしやすい 

 ２.札幌博物館の諸室整備   ３事業を効率的に展開するための諸室整備 

 ３.札幌博物館の規模 

 １. 運営方式の考え方 

 ２.柔軟かつひらかれた運営体制 

 ３.誰もが気軽に利用できる開館形態 

多くの市民に気軽に利用していただくために①開館日、②開館時間、③利用料金等の適切な 
あり方について、検討を進める。 

   
 

    
 

  
 

多彩な専門職員の配置など体制づくり 

「さっぽろ芸術文化の館」のある「北1条西12丁目街区」を札幌博物館の建設候補地として位置付ける 

【参考】 類似施設の延床面積  10,000～17,000㎡ 
三重県総合博物館（平成26年開館）、大阪市立自然史博物館（平成18年リニューアル） 、北九州市立いのちのたび博物館（平成14年開館） 

 ▶ 市民が集いやすく、観光客 
   が来訪しやすい場所 
 
 ▶ 館の基本テーマ「北・その自 
   然と人」を実感できる環境 
 
 ▶ ３事業（感動伝達事業、地域 
   課題解決事業、つながり創 
   出事業）の展開に必要な規  
     模を確保 

立 

地 

条 

件 

札幌駅～大通、西11丁目周辺地域 
▶札幌の自然史を垣間見る豊平川扇状地の湧水（メ 
 ム）が分布 
▶札幌の成り立ちを実感できる札幌市資料館や大通 
 公園などの歴史・文化資産がある 

閉館・解体予定の「さっぽろ芸術文化の館」がある
（敷地面積 約11,000㎡） 

具体的計画の策定（展示基本計画、 
整備基本計画、管理運営基本計画) 

 市民みんなで考え、つくる 

展示シナリオ案 

エントランス展示 

５つのサブテーマ
展示 

収蔵展示（ミドルヤード展示） 

ユビキタス展示 

ポータル展示 展示の概要を紹介、市内の情報検索 

企 画 展 示 

札幌の独自性や魅力を感動的に伝えます。 

札幌の自然・歴史・文化の独自性を、基本テーマに基づいた５つのサブテーマ
で構成し、さまざまな手法で展示します。 

札幌の自然の現況と生物多様性を実感できる展示  

札幌の独自性を示す企画展示や市民企画の展示のほか 
道内外の博物館による巡回展や大型の特別展などを開催 

 インターネット配信などを使って博
物館の情報を場所・時間を問わず
利用できる仕組みで、インターネット
上で博物館を見学したり、博物館で
実施された講演をインターネットで
配信したり、市内のとある風景にス
マートフォンのカメラをかざすと昔の
風景映像が重なって表れるARコン
テンツなどを配信します。 

さっぽろの 
交流史 

さっぽろの 
自然と 

人類の共生 

さっぽろの 
形成史 

さっぽろの 
生命と 

生物の進化 

さっぽろの 
自然景観 

の形成 

思わず足を止めて見入ってしまう展示 
 世界最古の大型海牛（サッポロカイギュウ）と中新世・世界最大

のクジラ化石（小金湯産クジラ） 

14世紀から19世紀にかけて起こった
世界的な寒冷化がロシアの東進と江
戸幕府の蝦夷地開拓を進め、やがて、
両者の衝突を契機に展開する札幌
の歴史やそれに関わる人物などを紹
介 

ユーラシア大陸の東縁に浅い海峡
をはさんで並ぶ日本列島は、地球
規模の寒暖に同調した海水準の上
昇下降にあわせ、「北方系」と「南方
系」の自然と文化が交流した歴史を
展示 

札幌の市街地がある扇状地は、豊
平川の洪水によって形成された災
害の証、また、温泉は、火山活動に
よるマグマの熱が供給源であること
など、厳しい自然とその恩恵を受け
て営まれた札幌の歴史や人々の暮
らしを紹介 

札幌産出の化石は、地球環境の変動と動植物の適応進
化を受けて、世界で最初に大型化した、環境と生物進化と
生物多様性の関連性を実証する世界的にみても貴重な
化石であることを映像で解説 

石狩低地帯は、日本海とオホーツク海の拡大、さらに太
平洋プレートの沈み込みによって形成された、世界的に
見ても独自の形成過程をもつことを、アニメーションで紹
介 

この中から最適な運営方式を検討する 
公立博物館は、「直営方式」と「指定管理者方式」が中心 

 一部の地方自治体では、「地方独立行政法人化」を検討 

適切なあり方について、検討を進める 開館日、開館時間、利用料金 
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札幌市における博物館の検討については、昭和61（1986）年に教育委員会において自

然史系博物館の検討が始まってから、現在に至るまで、以下のような経過をたどっていま

す。 

年度 概要 

昭和６１（１９８６）年度  教育委員会で自然史系博物館の検討を開始 

平成８（１９９６）年度 

 札幌市博物館基本構想委員会から「北・その自然と人」を基本テーマとする

自然系総合博物館を目指す提言を受理 

 札幌市博物館建設準備委員会設置 

 リンケージプラザ５・６階に仮収蔵庫整備 

平成９（１９９７）年度 
 札幌市行財政改革推進計画に伴い、博物館活動を先行実施し、施設の建

設については凍結することが決定 

平成１０（１９９８）年度 

 学芸系職員１名を採用（古生物学） 

 札幌市博物館建設準備委員会から、「北・その自然と人」をテーマとし、市

民とのパートナーシップを基本とした博物館づくりを目指す内容と開館準備、

活動計画に関する提言を受理 

平成１３（２００１）年度 

 平成 10 年の提言を受け、『札幌市博物館計画推進方針』を策定し、博物

館整備に対する基本的考え方と方向性、開館準備期における博物館活動

の指針を決定 

 上記の方針を受け、博物館活動を先行させるため、博物館活動センターを

開設 

 学芸系職員１名を採用（植物学） 

平成１３（２００１）年度～  以降、博物館活動センターにて、様々な博物館活動の取組み開始 

平成２３（２０１１）年度 

 第３次札幌新まちづくり計画（～平成２６年度）がスタートし、これまでの博物

館活動の成果を踏まえて、札幌の自然と人の関わりなどを市民とともに探究

する、街や市民に開かれた新たな博物館計画を策定することを決定 

平成２４・２５ 

（２０１２-１３）年度 

 上記の計画を策定するため、次世代型博物館計画検討委員会を発足。委

員会８回、ワーキンググループ９回開催（総計） 

平成２６（２０１４）年度  新たな『基本計画』の策定（予定） 

 

 

本市の博物館計画は、平成 10（1998）年の提言を受け、平成 13（2001）年に策定し

た「札幌市博物館計画推進方針」に基づき、博物館活動センターを開設し、現在まで 10 余

年にわたり博物館活動を進めています。 

その間、社会情勢や社会環境は大きく変化し、それに伴い博物館に求められる役割も変わ

りつつあることから、新たに博物館に関する基本計画を策定することで、これまでの博物館

活動センターにおける活動成果や課題なども踏まえながら、市民とともに札幌の自然と人と

の関わりを探求し、札幌の未来に貢献する博物館を創り上げていくために必要と考える要点

を整理していきます。 

（今後、札幌市の目指す博物館を「（仮称）札幌博物館」と呼び、以降「札幌博物館」と表

記します。） 

序章 

１．これまでの経緯 

２．計画策定の目的 
 

序章 
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平成 25（2013）年度に、これまでの札幌市基本構想と札幌市長期総合計画に代わる最上

位計画として策定された「札幌市まちづくり戦略ビジョン」を受けた個別計画に位置付けら

れます。 

札幌市まちづくり戦略ビジョン
（平成25年度～34年度）

中期実施計画(まちづくり計画)

関連する主な計画

(仮称)札幌博物館基本計画

札幌市国際戦略プラン

札幌市文化芸術基本計画

札幌市観光まちづくりプラン

施策 ・事業に反映

※2

創造戦略

基本目標

都市像
ビ
ジ
ョ
ン
編

戦
略
編
※1

戦略ビジョンの基本的

な方向に沿って各分野

の個別計画を策定

個

別

計

画
生物多様性さっぽろビジョン

 
 

 

 

 

 
1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
1 ICT：Information and Communication Technology の略語。情報通信技術。IT（Information Technology）といわれる概念にほぼ一

致する。 

 

※１ まちづくり戦略ビジョン【戦略編】[平成 25～34 年度]における博物館計画の位置付け 

   第 1 章 創造戦略    第 2 節 産業・活力   創造戦略 6 産業人材創造戦略 

 ①将来を担う創造性豊かな人材の育成・活用    創造性や国際感覚豊かな人材の育成 

 

※２ 第 3次札幌新まちづくり計画[平成 23～26 年度]における博物館計画の位置付け 

   政策目標 5 市民が創る自治と文化の街   

重点課題 5-2 多彩な文化芸術の創造とスポーツを楽しみ健康づくりを推進するまちづくり 

 施策   5-2-1 市民が多彩な文化芸術に親しむとともに、自ら作り上げる文化活動の振興 

  事業名     次世代型博物館計画策定事業 

３．計画の位置付け 

 

序章 

「次世代型」博物館とは… 

これまでの博物館は、保存を博物館の使命とした“第一世代”、そこに公開を取り入れた“第二世

代”、更に、参加・体験を重視した“第三世代”の博物館に分類されています。札幌博物館では、企

画・運営を含め、すべての博物館活動に市民が主体的に参画するという意味で参加・体験を越えた“次

の世代”の博物館という意味や、市民や社会の要望に応えた ICT1などの“次世代型”先端技術の利用、

さらに、未来を担う次世代の子どもたちや市民の教育、学術、文化の発展に寄与する機関として、市

民とともに札幌の自然を探求し、創造性を育む、街や市民に開かれた博物館という意味を次世代型博

物館に込めました。 
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  平成 13（2001）年に策定された「札幌市博物館基本計画推進方針」以降、私たちを取

り巻く生活環境、社会環境が変わり、それに伴い、私たちの価値観も変化してきました。平

成 13（2001）年以降の博物館活動センターの活動の総括と社会背景を踏まえ、札幌博物館

の使命についてまとめていきます。 

 

 

札幌市博物館活動センターでは、平成 13（2001）年 11 月の開設以来、収集・保存や調

査・研究などの活動を推進してきました。 

 

 

 現在までに札幌の自然と人の関わりを探求するための基礎的資料がおよそ 9 万点、収集・

保存されています。一方、資料の分野は動植物が 90％以上と偏りがみられます。また、増

加する資料を収蔵するためのスペースは限られており、施設の狭隘化も課題です。 

 

■資料数                 ■一次資料2の内訳             

区分 一次資料 二次資料

地質 422 7,888
古生物 2,876 4,966
動物 57,161 0
植物 6,842 12,482
菌類 633 0

考古・その他 45 0

小計 67,979 25,336
合計 93,315  

※平成 26(2014)年 1 月現在。※動物は昆虫を含む。 

 

■資料点数（年度別累計）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
2  一次資料：実物資料を指す。二次資料とは実物以外の資料（写真、地図、文献、書籍等）をいう。 

第１章 札幌博物館の使命 

（１）収集・保存 

１．札幌市博物館活動センターにおける活動の成果と課題 

 

棚からあふれ、床に並ぶ資料 

第１章 札幌博物館の使命 
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 「サッポロを知る」「サッポロを結ぶ」「サッポロから広げる」「サッポロによせる」「サッ

ポロを楽しむ」をテーマとし、5 大プロジェクト3を実施してきました。サッポロカイギュウ

の化石を小学５年生の女子が発見（平成 14 年）するなど、調査には子どもたちをはじめと

した多くの市民が参加し、成果をあげてきた実績があります。 

 

■５大プロジェクトの取組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
3 ５大プロジェクト：平成 13（2001）年に策定された『札幌市博物館計画推進方針』において、開館準備期における活動の指

針として設定された５つの重点事業。 

 

 
発見が活動を、その活動が新たな発見を産む札幌の化石 

 平成 14（2002）年まで、札幌からは大型動物の化石が発見さ 

れることがありませんでしたが、この年の夏、当時小学校 5年 

生の棚橋愛子さんが豊平川の河床で大きな動物の肋骨を発見し、 

お父さんに報告しました。翌年の夏、その情報が、博物館活動 

センターにもたらされ、平成 15（2003）年に発掘、平成 16(2004) 

年から 3ヵ年にわたり「大型動物化石総合調査」を実施した結果、 

世界最古の大型海牛であることが判明、「サッポロカイギュウ」 

と命名されました。平成 20（2008）年、サッポロカイギュウの 

発見地点からおよそ 300ｍ上流から、今度はクジラの化石が発見 

されました。発見者の森和久さんは、ウェブで札幌市博物館活 

動センターがサッポロカイギュウを研究したことを知り、化石 

を持参。中新世（およそ 1000 万年前）では最大級のクジラ化石 

で、学術的に貴重な発見であることが判明し、現在研究が進めら 

れています。 

活動が市民に浸透することで発見を生み、発見が新たな活動を生み出すことで札幌の自然 

の魅力が明らかにされた事例であり、活動こそが博物館の原点であるという好事例です。 

 

（２）調査・研究 

テーマ 具体的な取組内容 
H13年度 
2001年 

14年度 
2002年 

15年度 
2003年 

16年度 
2004年 

17年度 
2005年 

18年度 
2006年 

19年度 
2007年 

20年度 
2008年 

21年度 
2009年 

22年度 
2010年 

23年度 
2011年 

24年度 
2012年 

サッポロ
を知る 

藻岩円山植生調査 

藻岩山動物生息調査 
        

    

サッポロ
を結ぶ 

自然モニター 
「札幌市セミ調査」         

    

サッポロ 
から広げる 

厚田産ハクジラ化石 

大型動物化石総合調査 

小金湯産クジラ化石 

石狩低地帯クジラ化石群 

        

    

サッポロ
によせる 

豊平川魚類調査 

豊平川水生昆虫調査 

豊平川水生植物調査 

        

    

サッポロ
を楽しむ 

自然探究サポート事業         
    

 

 

復元骨格標本作成、報告書発行、 
学会報告、論文発表 

学会報告、論文発表 

発掘終了、クリーニング中 

発掘終了、クリーニング中 

報告書発行 
報告書発行 

リーフレット発行、配布 

出前展示 

豊平川さけ科学館と協力し、継続中 

報告書発行 

報告論文発表、学会発表、講演・観察会実施 

各年度、成果展示、公開発表会開催 

発見時のサッポロカイギュウ 

発見時の小金湯産クジラ化石 

第１章 札幌博物館の使命 
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 市内様々な場所で行う出前展示など地域に活動場所を広げる事業や、市民グループと連携

したフォーラムなどの事業が増えています。また、市民が自主的にボランティアで標本作製

を行ったり、科学絵本の読み聞かせのような定期的な催しを企画・実施したりするなど、博

物館活動センターが市民の活動の場として利用されるようになってきています。 

 一方、来場者数が減少傾向にあることや、講座回数は増加しているものの活動センターの

学芸員は２名（古生物学と植物学）と少なく、多様な分野や目的に応じたプログラムが行え

ていないことなどが課題といえます。 

① 実施事業回数（年度別）        ② 見学者数（年度別及び累計） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展示室は、札幌の自然のなりたちを紹介する常設展と企画展のコーナーがあり、企画展で

は市民が企画した展示を公開する i（アイ）・ミュージアム4の取組が実施されているほか、引

き出しを利用して遊びの要素を取り入れた展示などもあり、リピーターやファンもいます。 

しかし、展示スペースの狭さから団体利用には対応できず、また立地上のわかりにくさも

あり、博物館活動センターの認知度自体が低く、市民には浸透していない点が課題です。 

                                                   
4 i・ミュージアム：札幌市博物館活動センターで展開してきた市民による持ち込み企画による展示。市民が自然について調査・

研究、製作した資料･素材･企画アイデアを持ち込み、学芸員が専門的な面で助言とともに展示製作を行う。「札幌市博物館計画

推進方針」に基づき、市民とのパートナーシップを象徴する活動として「出会い・ふれあい・わかちあい」をキーワードに実施。 

（３）普及・交流 

（４）展示 

科学絵本の読み聞かせと学芸員の井戸端サイエンス 

  子どもとともに博物館活動センターの行事に参加した母親の発案により始まった取組で、博物

館活動センターを会場に、毎月 1 回異なるテーマの絵本の読み聞かせを行い、あわせて学芸員が

テーマに関する実験や観察を交えた解説を行う事業です。 

 

第１章 札幌博物館の使命 

 市民グループと連携したフォーラム（サイエンス・コンソーシアム）について 

 平成 22（2010）年度に市民グループ「札幌科学談話会」と札幌市博物館活動センター、 

札幌市中央図書館が協同で「サイエンス・コンソーシアム札幌」を起ち上げました。 

これは、自然科学の「ホットな話題をやさしく・深く・おもしろく」市民に伝えたい 

という札幌科学談話会から博物館活動センターに企画案が持ち込まれたことがきっかけ 

となったものです。現在、科学談話会のメンバーが自らの人脈をたぐって講師に交渉し、 

科学の最新の話題を市民にわかりやすく解説する「サイエンス・フォーラム in さっぽろ」を 

年 5～6回実施しています。 
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 十分な展示スペースがないというハード上の制約がある中で、市民とともに収集や調査な

どの活動を広げてきた実績は強みとしてあげられるものの、外国人や障がいのある方などに

対する利用しやすさへの配慮は不足しています。 

また、周辺の文化施設や観光資源、自然資産などとのネットワークは構築しきれておらず、

それらとの連携も十分とはいえません。 

さらに、札幌には北海道大学総合博物館や北海道博物館（旧北海道開拓記念館）があるも

のの、札幌に焦点を当てた博物館ではなく、札幌市民が郷土の自然・歴史・文化について深

く学び、札幌を訪れた方にその魅力を十分に伝える場がないという課題もあります。 

 

【表：これまでの博物館活動センターでの活動の強み・課題と今後必要な取り組みのまとめ】 

                                                   
5 アウトリーチ：英語で「手を伸ばす」。公共施設による地域への出張サービス等を言う。本計画では、学校への出張展示等、

博物館に接する機会を館外で提供する活動をいう。 

項目 強み・課題 

収
集
・保
存 

強
み 

収集点数の豊富さ 

課
題 

収集資料の分野の偏り 

収蔵スペースの狭隘化 

調
査
・研
究 

強
み 

様々な角度からの体系的な調査・研究 

調査への市民や子どもたちの参画 

課
題 

研究分野の偏り 

収蔵スペースの狭隘化 

普
及
・交
流 

強
み 

市民参加型の普及交流活動の精力的な展開 

収集活動への市民参加 

課
題 

見学者数の減少 

多様な分野や目的に対応したプログラムが提
供できていない 

展
示 

強
み 

リピーターやファンの存在 

課
題 

団体利用への対応ができない 

博物館活動センターの認知度の低さ 

活
動
全
般 

強
み 

ハードに頼らず、活動を広げてきた実績 

課
題 

ネットワーク機能の不足 

利用しやすさへの配慮の不足 

札幌の独自性を知るための博物館がない 

今後必要な取り組み 

資料の活用に向けたデータベースの構築 
保存管理技術者の配置 

札幌の自然・歴史・文化を明らかにするために必要な分
野の資料収集技能をもつスタッフの拡充 

収蔵環境と収蔵スペースの確保、増設の検討 

他機関との協同研究の拡大推進 

市民参画のさらなる拡充 

自然史分野を中心に必要な分野の学芸員の配置 
フィールドの拡大及び協同研究の推進 

収蔵環境とスペースの確保、増設の検討 

市民参加の拡充、市民ニーズの把握、世代別、目的別
等多様なプログラムの創出 

市民参画のさらなる拡充 

魅力的な展示やプログラムを創造し実施する学芸員配
置と博物館の整備 

普及・交流担当等、専門職員の配置 

リピーターやファンの拡大、継続した魅力的な事業活動
の創出と活動環境の整備 

学校等団体対応の可能な施設・体制の整備 
施設外でのアウトリーチ5活動の積極的な展開 

PR 活動の活発化 

既存の博物館の概念に捉われない活動の展開 

周辺の博物館関連施設とのネットワークの構築 
ネットワークの一拠点としての機能整備 

外国人、障がい者等あらゆる利用者が博物館のサービスを
享受できる環境の整備 

札幌市にふさわしい博物館の整備と市民利用の視点に
立ったサービスの提供 

第１章 札幌博物館の使命 

（５）活動全般 
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私たちを取り巻く社会的背景を、国内、札幌市、博物館に分けてまとめました。 

 

 

・東日本大震災や集中豪雨などの自然災害によって人命や文化財等が失われる経験を経て、

自然と人との関わり、環境、資源・エネルギーの利用のあり方について、国民全体が強い

関心を寄せています。 

・外来生物の影響6の顕在化や在来生物との共存など、生物多様性7への社会的関心が高まり

を見せています。 

 

 

 

・少子高齢化の進展に伴い高齢単身世帯が増加し、孤立しがちな人が増えることや、地域で

の付き合いや交流の減少などによる社会との関わりの少ない市民の増加が懸念されており、

地域コミュニティーの活性化や高齢者の活躍の場づくりなどが求められています。  

 

 

 

・平成18（2006）年の教育基本法の改正により、博物館は、あらゆる世代の市民が交流し、

街の魅力を探求し、活力ある地域づくりに参画することで地域の教育力を向上する機能を

持つことが期待されることになりました。また、それを担う職員の専門的能力の向上も求

められています。 

・教育目的のほかに、文化や観光の役割を持った公立博物館が増えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
6 外来生物の影響：人間活動に伴い自然分布の境界を越えて、生息域を広げた生物種（外来生物）が、侵入・定着した地域でも

ともと生息していた種（在来種）の地域個体群の維持や産業等に与える影響（例：在来種を捕食、病原菌を持ち込む、牧草地に

侵入し農業の効率を下げる等）。特に影響が顕在化している種類は、外来生物法により特定外来生物に指定されている（例：オ

オハンゴンソウ）。 

7生物多様性：地球上の生物種とその生息環境の多様さを示す概念。人間活動による環境変化を受け絶滅する生物種は多く、札幌市は平

成25（2013）年に「生物多様性さっぽろビジョン」を策定。 

（１）日本国内をめぐる状況 

（２）札幌市をめぐる状況 

2．急速な社会環境の変化 ～社会的背景～ 

 

（３）博物館をめぐる状況 

第１章 札幌博物館の使命 
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これまでの博物館活動センターの活動の成果と課題、社会的背景を踏まえ、札幌の未来に

貢献することを念頭に、札幌博物館の使命と、その実現のために必要なことをまとめます。  

 

 

 

使命１：札幌市民としての郷土への愛着と誇りを育む 

 

自然と人との関わりについての関心が高まっていますが、札幌の自然と人につい

ては、これまでその全容は明らかになっていません。札幌博物館では、札幌の資料

を収集・保存、調査・研究し、その成果を展示などを通して市民に伝え、広げるこ

とによって、札幌の自然・歴史・文化の独自性を明らかにし、札幌市民としての愛

着と誇りを育んでいく役割を担います。 

 

【使命の実現のために】 

札幌の独自性を明らかにしていくためには、研究分野の偏りを解消し、収集・保存

した資料を、様々な角度から分析していくことが求められます。そのためには、幅広

い分野の高い専門性を持った職員が調査・研究を行い、収集した資料を未来に継承し

ていく必要があります。 

 

 

 

 

 

使命２：創造性あふれる人材の育成 

 

札幌博物館が生涯を通じた学習の場となるよう、市民による自主的な博物館活

動を支援し、札幌の魅力を高めていけるような創造性あふれる人材を育成します。 

 

【使命の実現のために】 

市民による創造的かつ自主的な博物館活動をより活性化させ、交流を促進させてい

くには、市民が多くの出会いによって様々な情報や刺激を得ることが必要であり、そ

のためには、活動の場を札幌博物館だけで完結させるのではなく、市内の関係機関や

自然資産など札幌全体へと広げていくことが有効です。そこで、札幌博物館と関係す

る機関が結びつきを強め、多様な活動を展開するためのネットワークを構築していく

必要があります。 

 

 

 

 

３．札幌博物館の使命 

 

第１章 札幌博物館の使命 
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使命３：自然と人の観点からまちづくりに貢献 

 

あらゆる世代の市民が集い、交流する場として、活力ある地域づくりに寄与し

ていく活動拠点となっていきます。また、博物館活動を通じて得た、自然と人との

関わりに関する知見を市民みんなで共有し、環境保全などまちづくりの分野に活か

すほか、多くの方に札幌の魅力を発信することでにぎわいを創出し、観光資源とし

ての役割も果たしていきます。 

 

 

【使命の実現のために】 

自然と人の関わりに関する知見をより深め、その成果を多くの人々に発信し、にぎ

わいを生み出していくためには、調査・研究を推進していくための充実した環境と、

その成果をダイナミックに伝え、訪れた方に感動を与えることのできる機能を併せ持

つ、新しい拠点が必要です。 

 

 

これらの使命を追求していくために 

市民みんなで、 

札幌の「自然と人の関わり」を探究し、 

札幌の未来に向けて進化・発展し続ける博物館が必要 

第１章 札幌博物館の使命 
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これらの使命を追求していくために 

 

 

 

 

 

 

 

【第 1章のまとめ】 

 

 

＋ 

博物館活動センターにおける活動の評価 －課題抜粋－ 

 

日本国内をめぐる状況 

・多くの自然災害が発生する
中、自然と人の関わりへの関
心の高まり 
・生物多様性への社会的関心
の高まり 

札幌市をめぐる状況 

・少子高齢社会の進展や交流
の減少に伴う、社会との関わ
りの少ない市民が増加する
懸念への対応 

急速な社会環境の変化 

博物館をめぐる状況 

・博物館に関する法制度の見直
しで地域における博物館の役
割への期待 
・教育目的に加え、文化や観
光の役割を持つ博物館の増
加 

札幌博物館の使命 

【実現のために】 

専門職員による 

調査研究が必要 

【実現のために】 

充実した機能を持つ 

新しい拠点が必要 

 

【実現のために】 

活動を広げるための 

ネットワークが必要 

の必要性 

使命１ 使命３ 

自然と人の観点から 

まちづくりに貢献 

使命２ 

創造性あふれる 

人材の育成 

市民みんなで、札幌の「自然と人の関わり」を探究し、 

札幌の未来に向けて進化・発展し続ける博物館が必要 

・収集資料分野の偏り 
・研究分野の偏り 
・収蔵スペースの狭隘化 
 

・多様な分野や目的に対応した
プログラムが提供できていない 
・ネットワーク機能の不足 

・見学者の減少 
・団体利用への対応不可 
・認知度の低さ 
・利用しやすさへの配慮不足 
・札幌の独自性を知るための 
博物館がない 

札幌市民としての郷土への 

愛着と誇りを育む 

 

第１章 札幌博物館の使命 
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 ここでは、札幌博物館の基本テーマと対象領域をまとめています。 

 

 

 

 

 

 

平成8（1996）年度、札幌市博物館基本構想委員会から、基本テーマ「北・その自然と人」

が示されました。このテーマは、札幌市が“日本列島の北に位置すると同時に、地球規模で

みると北と南の接点ともいえる中緯度にあること”、“北と南の要素がどのように出会って交

流してきたのかが、札幌の自然と歴史と文化の独自性を生み出した重要な要素であること”

を理由に設定されたものです。 

このテーマは、平成10年の「札幌市博物館基本計画」、さらに、平成13年に策定した「札

幌市博物館計画推進方針」にも引継がれ、博物館活動センターにおいてもこのテーマに沿っ

た活動を実施してきた結果、サッポロカイギュウなど札幌の独自性を明らかにする発見につ

ながりました。以上を踏まえ、札幌博物館においても基本テーマとして引継いでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．札幌博物館の基本テーマ 

 

北・その自然と人 

第２章 札幌博物館の基本テーマと対象領域 

第２章 札幌博物館の基本テーマと対象領域 

【北とは】 

札幌は北国というイメージがありますが、地球規模では北極と赤道のほぼ中間、北緯43度に位置

します。中緯度は、寒冷な環境、温暖な環境それぞれに適応した生物が共存する地域であり、極端

に寒い「極」や暑い「赤道」に比べ、はっきりとした四季の変化や多様で豊かな自然と環境と生物が見

受けられます。 

 

【札幌における人とは】 

札幌における「人」は、およそ2万年前の氷期の終わりころ、ユーラシア大陸と北海道の間にある海

峡が、寒冷期に海水面が下がり地続きになったシベリア方面からサハリンを陸伝いに進入してきたグ

ループです。これらのグループにより歴史形成されたことで、本州以南と異なる文化を形成しました。 

その後、江戸末期から明治にかけて急速に行われた調査や開拓の中で、札幌は北海道の主都とし

て街が形成され、日本全国から集まった様々な人々によって形作られた国内でも特異な歴史と街並

をもっています。 

 

 

 

【札幌の自然】 

札幌の位置する石狩低地帯は、日本海とオホーツク海が拡大し、太平洋海洋底がその下に沈み

込むことによって形成された国内でもほかに例を見ない形成史をもちます。 

また、札幌は、日本でも有数な急流である豊平川によって形成された扇状地を中心に開けた街

で、国内に存在する500余りの扇状地の中でも、100万人を超える人が住む扇状地は札幌以外には

ありません。 
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札幌市内には、北海道大学総合博物館や北海道博物館（旧北海道開拓記念館）が存在し、そ

れぞれの博物館にはその設置にあたり、その使命と役割が規定されています。 

北海道大学総合博物館は、大学創立以来からの膨大な学術標本の整理・保管と学際的研究

分野を開拓することを特徴とした博物館です。 

また、北海道博物館（旧北海道開拓記念館）は、北海道における総合的な博物館、道内博

物館の中核となる施設として、人間史やアイヌ文化を保存・伝承し、未来に活かすことを特

徴とした博物館です。 

一方、札幌博物館では、自然史の視点から札幌の自然、歴史、文化に関する札幌の独自性を市

民とともに明らかにしていくことで、札幌市民としての郷土への愛着と誇りを育み、創造性あ

ふれる人材を育成し、自然と人の観点からまちづくりに貢献することに重点を置きたいと考

えています。 

また、常に市民とともに活動を続け、新たな発見をすることで、博物館活動の質とその魅

力を高めていく、市民とともに「進化」、「発展」する博物館を目指していきます。 

３館それぞれの役割分担については北海道大学総合博物館が開設された平成11（1999）

年以降、これまで話し合いを続けており、今後も３館で協議を続けながら、それぞれの特色を

明確にした活動を展開していくことを確認していきます。 

 

市内大規模博物館と札幌博物館の比較 

 
札幌博物館 北海道博物館 北海道大学総合博物館 

領 域 石狩低地帯形成の 1 億 3 千万年 人間史を中心とした 120 万年 開学 140 年の研究成果 

特 徴 

・自然史の視点から札幌の自然、歴

史、文化を明らかにする「自然史系

博物館」 

・人間史の博物館 

・アイヌ文化を保存伝承し未来に

活かす博物館 

・学術標本の活用と学芸員研修や

研究活動への援助を通じた博物

館に貢献する「大学博物館」 

使 命 

１札幌市民としての郷土への愛着
と誇りを育む 

２創造性あふれる人材の育成 

３自然と人の観点からまちづくり
に貢献 

１博物館としての基本的機能の
充実 

２北海道における総合的な博物   
 館 
３道内博物館の中核となる施設 

１学術標本の管理・整理、次世代

への継承と情報の提供 
２学術資料を用いた学際的研究
分野の開拓 

３展示・セミナー等を通じた教育
普及活動 

４博物館文化の創造と発信 

対 象 

市民や札幌の観光客など 

・市民にとっては札幌の独自性を総
合的に学ぶ唯一の場であり、観光客
などの来訪者にとっては札幌の魅
力を味わい楽しむ施設 

道民 

・特定の地域や人ではなく、北海
道と道民が対象 

学生・研究者 

・高等教育機関の博物館として学
生・研究者への情報提供が中心 

基本テーマ 北・その自然と人 北東アジアの中の北海道 モノ・コト・ヒトをつなぐ 

展示テーマ 

札幌の独自性５つのサブテーマ 
１さっぽろの自然景観の形成 
 石狩低地帯の形成と札幌の山、川、台地の形成史 

２さっぽろの生命と生物の進化 
 札幌産出の化石から見る生物の進化 

３さっぽろの自然と人類の共生 
 札幌の生物多様性と人々の暮らし 

４さっぽろの交流史 
 気候変動に伴う環境と文化の交流 

５さっぽろの形成史 
 札幌の街並を形成した自然背景を歴史や人物とあわ

せて紹介 

プロローグ 
１北海道 120 万年物語 
 ナウマンゾウ、マンモスゾウ。北海道に生きた人 

２アイヌ文化の世界 
 アイヌの口承文芸、伝承文化、暮らしと意識 

３北海道らしさの秘密 
 明治、大正、昭和を経て作られた北海道らしさ 

４わたしたちの時代へ 
 戦争、開発、自然保護など人と自然の関係 

５生き物たちの北海道 
 生き物同士のつながりを、生態系ごとに紹介 

学術テーマ展示・知の統合 
生き続ける札幌農学校精神 
実学の精神 
ロフティーアンビションの系譜 
知との対話 
知との統合 
循環から見る自然と人 
生命／多様性と普遍性 
人間・社会・自然と科学技術 
北を見る目・北から見る目 

２．札幌博物館の対象領域 

 

第２章 札幌博物館の基本テーマと対象領域 
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 ここでは、事業活動の考え方と内容について整理していきます。 

 

 

札幌博物館は、「北・その自然と人」を基本テーマとし、市民とともに自然史の視点から札

幌の独自性を明らかにしていく「自然史系博物館」としてその活動を進めていきます。館の使

命と役割を明確にし、活動の地域とテーマを、札幌を中心に絞ることによって、施設、設備、

人員を限定し、同時に自然史の分野に重点を置くことにより他館との差別化を図ります。 

一方で、「札幌」、「自然史」以外の分野については、既存の他施設などと役割分担を行い、

相互の特徴を生かしつつ、補い合う「博物館活動のネットワーク」を形成することにより対

応していきたいと考えています。 

 

 

 

 

上述のとおり、札幌博物館では、博物館活動を札幌博物館の中だけで完結させるのではな

く、様々な関係機関等との連携を強化することで博物館活動を札幌の街全体へと広げていき

たいと考えています。そのため、事業活動の展開をしていく上では、博物館内で行う取組に

加え、博物館の外での取組も重視していきます。 

本計画では、札幌博物館を「活動拠点（コア）」と呼び、「活動拠点（コア）」とともに活動

を広げていく既存の施設などの連携先を「つながり起点(サテライト)」と呼び、様々な取り組

みを推進していきます。 

なお、「つながり起点(サテライト)」については、大きく下記のように分類できます。 

（ア） 博物館・研究機関等 

（例）北海道大学総合博物館（北区）、北海道博物館（旧開拓記念館。厚別区） 等  

（イ） 教育機関 

（例）市内の幼稚園、小中学校・高校、大学 等 

（ウ） 地域の歴史や文化の拠点 

（例）清華亭（北区）、屯田郷土資料館（北区）、札幌村郷土記念館（東区） 

手稲記念館（西区）等 

（エ）自然・歴史・文化の足跡をうかがい知ることのできる地域の資産 

（例）藻岩山（南区）、石山緑地（南区）、手稲山（手稲区）等 

 

 

 

 

 

第３章 事業活動計画 

第３章 事業活動計画 

 

１．事業活動の考え方 

 

２．事業活動の構造  

 「活動拠点（コア）」と「つながり起点（サテライト）」 
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 活動拠点（コア）では、市民とともに札幌の自然を探求していく過程で市民が身近な自

然に関心を向け、そのことがサッポロカイギュウのような新たな発見に結びつき、そこか

ら発展した新たな博物館活動が、さらなる発見を生み出していくというような好循環を生

んでいく活動を目指します。そうした好循環を生み出すために、活動拠点（コア）では、

「感動伝達（エモーション）」「地域課題解決（ソリューション）」「つながり創出（リレー

ション）」の３つの事業を柱として、相互に関連させながら展開していきます。 

 

 

感動伝達事業は、切り口の異なる様々な展示と、多様な講座や体験事業など学芸員による

きめ細かな対応によって、訪れた方々に札幌の自然史の魅力を伝える事業です。市民にとっ

ては郷土の成り立ちを、市外からの来訪者にとっては札幌独自の魅力を知ってもらい、感動

を与えることを目指す、「博物館の顔」となる事業です。  

① 事業の基本的な考え方：“本物”の迫力や魅力を伝える 

札幌の自然史をより実感してもらえるよう、サッポロカイギュウの実物大の骨格標本な

ど、「本物」の迫力や質感にこだわった展示を行います。さらには、企画展などを通じて

随時新しい情報が得られるようにするとともに、館職員が利用者の興味に応じた解説をし

たり、館内や地域で行われている具体的な活動を紹介したりするなどのきめ細い対応を行

うことで、何度でも足を運んでもらうことを目指します。 

また、化石のレプリカ作製による復元組立作業や樹脂加工による標本作製作業など、博

物館で日常的に行われている学芸員や市民の活動も展示の一部として公開していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 事業の構成  

展示構成は、基本テーマ「北・その自然と人」のシンボルとなるようなエントランス展

示や、札幌の独自性を示す５つのサブテーマ展示、さらに市民との協働の成果などを取り

上げた企画展で構成します。また、博物館の外でも札幌の独自性に関する情報を得られる

よう、ウェブやスマートォンのアプリなどを使ったユビキタス8展示も検討していきます。 

 

                                                   
8 ユビキタス：いつでも、どこでも、だれでも恩恵を受けることができる環境やそれを可能する技術・システムのこと。本計

画では、コンピューターや情報端末を用いて博物館の情報を配信する仕組みを指す。 

（１）感動伝達事業（エモーション事業） 

 

 

 

３．活動拠点（コア）における事業展開 

第３章 事業活動計画 

 

 

博物館で造られたサッポロカイギュウ 

北海道で化石のレプリカが最初に作られたのは、1980 年のタキカワカイギ

ュウの発見がきっかけでした。研究者が持っていた技術を、市民自らが新たな

手法を工夫して作製技術を進化させていきました。現在展示中のサッポロカイ

ギュウのレプリカは、その技術を受け継いだ沼田町化石館のスタッフによって

制作されています。札幌においても、札幌で新たに発見された資料を市民のア

イデアで次々とレプリカにして、展示していくことができるかもしれません。 
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札幌博物館の展示構成 

 

 

 

博物館の入口付近のエントランス展示として、体長7mのサッポ

ロカイギュウや推定体長15mの小金湯産クジラ化石の骨格復元9

標本などを展示し、来館者が思わず足を止めて見入ってしまうよう

な空間にしていきます。また、博物館活動を進めていく過程で、札

幌博物館の核となりうるような新たな発見があった場合には、そう

いったものも展示できるようなスペースになります。 

 さらに、エントランス展示の少し奥に位置するポータル（玄関）展示では、博物館の展示概要をパネル

で紹介するとともに、札幌の歴史・文化に関する施設や講座に関するパンフレットなどを配架するなど市

内の情報検索が可能なブースを設置します。 

  

 

 

札幌の独自性や魅力を伝えるため、基本テーマ「北・その自

然と人」に基づいた、札幌の自然・歴史・文化の独自性を 5 つ

のサブテーマで構成し、様々な手法を用いて展示します。 

 ＜サブテーマと展示の例＞ 

（1） さっぽろの自然景観の形成 

 ①石狩低地帯が形成される 1 億年をアニメーションで紹介 

 ②札幌の山や川や台地の形成過程を映像化 

（2） さっぽろの生命と生物の進化 

 ①生命の誕生から人類までを代表的な岩石と化石で解説 

 ②札幌で世界が注目する化石が産出する理由を映像化 

（3） さっぽろの自然と人類の共生 

 ①豊平川の氾濫によって形成された扇状地形成過程と立体模型  

 ②自然と共生した暮らしを自然史の視点で展示 

（4） さっぽろの交流史 

 ①札幌の「北方系」「南方系」の自然と文化に関する展示 

 ②札幌独自の文化形成に関わる自然背景を紹介 

（5） さっぽろの形成史 

 ①札幌の街の歴史と自然環境との関わりを紹介 

 ②札幌の街並形成の過程をジオラマ展示 

                                                   
9 復元：元の位置や形態に戻すこと。失われた部分を推測に基づいて当時のように再現する。なお、文献や材料等が残ってお

り、確かな根拠に基づいて元の状態や環境を再現する場合は「復原」と表現する。 

エントランス展示・ポータル展示 

第３章 事業活動計画 

 

さっぽろの独自性を示す５つのサブテーマ展示 
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エントランス展示やポータル展示、サブテーマ展示を博物館と市民

が直に接触する「フロントヤード」、博物館資料を安全に保管する収

蔵庫を「バックヤード」と呼ぶのに対し、展示と保管の両方を兼ねる

エリアを「ミドルヤード」と呼びます。 

ミドルヤード展示では、札幌に自生、生息する植物や昆虫など現在

博物館が収蔵している生物の標本をすべて展示し、さらに、随時新たに採取された標本を追加し

ていくことによって、札幌の自然の現況と生物多様性が実感できるものにします。 

 

 

 

札幌の独自性を示すテーマで定期的に企画展示を開催するほか、現

在博物館活動センターで実施している、市民が自ら集めた資料などを

市民の企画で展示、公開する i（アイ）・ミュージアムの取り組みも継

続します。 

また、道内外の博物館の巡回展や民間企業などとの共催による大型

の特別展なども受け入れて開催します。 

 

 

インターネット配信などを使って博物館の情報を場所・時間を問わず利用できる仕組みをつく

り、これをユビキタス展示と呼びます。 

＜ユビキタス展示の例＞ 

・インターネット上で博物館を模擬的に見学できるソフトの提供 

・博物館で実施された講演会や資料解説などをインターネットで 

ライブ配信 

・市内のとある風景にスマートフォンのカメラをかざすと昔の風 

景映像が重なって表れる AR10コンテンツの配信 

                                                   
10 AR：英語で Augmented Reality の略。人間が知覚できる現実環境をコンピュータ等により情報を付加して提示する技術、

または拡張された現実環境そのものを指す。野外でスマートフォンを通して見た風景の画像の上にその場所に関する情報が重な

って表示されるプログラムや、カーナビの機能、携帯型ゲーム機の機能に応用が始まっている。 

収蔵展示（ミドルヤード展示） 

【i・ミュージアムの活動例】 

小中学生対象の自然探究サポート事業。

子供自らが研究成果を展示で伝えた。 

企画展示 

 

第３章 事業活動計画 

 

ユビキタス展示 

 

 

 

「寒さ」という自然が引き金となった札幌のまちづくり 

14 世紀～19 世紀ごろ、世界中を寒波が襲い、ヨーロッパにおいて毛皮と薪の需要が高まりました。

その主要な供給国であったロシアは、毛皮と薪を調達するため国内を東進し、やがてオホーツク海を

超えて蝦夷地で新たな販路を切り開こうとします。 

一方、日本に押し寄せた寒波は大飢饉をもたらし、新たな開墾地と寒さに強い農作物が求められる

ことになりました。そこで江戸幕府による蝦夷地の探索が始まります。 

やがて日本とロシアは蝦夷地を巡って争います。このことが、蝦夷地の領有を主張する江戸幕府の

開拓を急がせ、大友亀太郎の開拓や松浦武四郎の蝦夷地探検、島義勇の札幌建設に繋がっていきます。 

このように、「さっぽろの形成史」にも自然や環境は深く関わっており、札幌博物館は自然を切り口

にしながら札幌のまちの歴史や人物の営みに迫っていきます。 
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【札幌博物館での感動伝達事業の構造（概念図）】 
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地域課題解決事業は、札幌の独自性を明らかにする資料の収集・保存、調査・研究

などによって得られた地域の自然・歴史・文化に関する成果を蓄積し、市民にわかり

やすく発信することで、地域の身近な課題について、その解決策を市民とともに探っ

ていく事業です。 

 

① 収集・保存 

・札幌ならではの特色ある資料を幅広く収集するため、関係機関との連携や市民との協働

など、これまでの活動を継続、拡充します。 

・収集した資料は適切な環境で保存し、未来に継承していきます。 

 

② 調査・研究 

・市民との協働により推進してきたこれまでの調査・研究活動を継続、拡充するとともに、

多分野にまたがる総合的なテーマの研究については、他の博物館や関係機関とも連携を

図りながら進めていきます。 

・藻岩山や豊平川に関する自然調査など、市民の日常生活や地域性のあるテーマの調査・

研究を推進します。 

・他機関で実施した環境調査11、ボーリング調査12等で得られた資料を、必要に応じて譲

り受け、研究に活用していきます。  

 

③ 成果の発信・活用 

・資料を体系的に管理するため、データベース化や調査報告書の作成を行い、それを公開

することで、広く研究の成果が活用される仕組みを整えます。 

・自然環境保護などの分野において博物館の知見が活かされるよう、行政や研究団体など

の関係機関に対して、博物館での研究で得られたデータ等の提供や、データ分析にかか

わる助言を行うほか、協同での研究も推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

                                                   
11 環境調査：環境アセスメント等の目的で民間業者が行う。主に動物（昆虫類、魚類含む）、植物が調査される。 
12 ボーリング調査：地質調査の一種。地層中にパイプをさして、柱状の試料を採取し、過去の堆積物等を解析する。 

（２）地域課題解決事業（ソリューション事業） 

 

 

 

第３章 事業活動計画 

 

 博物館に集まる情報を使って解決する 

外来生物とは、本来は生息しない地域に人間によって持ち込まれ、野外で繁殖 

してしまった生物で、もともとその地域にいた生物の生息地を奪うなどの影響を 

与えることから、近年大きな社会問題となっています。札幌市博物館活動センター 

では 5大プロジェクトの 1つとして 2000 年から 3年かけて「藻岩円山の植生調査」 

を行い、2005 年に報告書をまとめました。 

その成果によると、外来生物法で特定外来生物に指定されているオオハンゴン 

ソウを含む外来種の割合が 20％で、1992 年の文献と比較すると約 11 年間で約 5ポイント増加したことがわかりま

した。このように調査結果の数値や変化の傾向を示すことで、より多くの市民に外来種が増えていることや札幌の

現状を理解してもらえます。そして、市民とともに問題解決の方策を考え、実践するきっかけにもなります。例え

ば、円山動物園内の「動物園の森」では、オオハンゴンソウなど繁殖力の高い外来種が繁茂して他の植物が生えら

れない等の「手遅れ」の状態になるのを食い止めるため、市民ボランティアと専門家が協力して外来種の除去を定

期的に行っています。 
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つながり創出事業は、感動伝達事業や地域課題解決事業を行う中で得られた成果や、生ま

れてきた活動を、博物館だけではなく、街全体に広げていくために、「活動拠点（コア）」と

しての札幌博物館と「つながり起点（サテライト）」としての関係機関がネットワークを結び、

そこに市民参画を促していくことで活動を広げていく、他の博物館では見られない新しい試

みであり、本計画の中でも特徴的な事業の一つです。  

各活動へ、市民や関係機関が関わることにより、新たな事業や企画が生み出されることに

つながり、博物館活動をより活発なものにしていきます。連携していく対象は、例えばこれ

までに連携してきた北海道大学総合博物館や北海道博物館（旧北海道開拓記念館）をはじめ、

これまで比較的博物館活動と連携の少なかった幼稚園などもその対象としていくことで、幅

広い施設や人とのつながりを創出し、博物館利用の定着を図ります。 

 

① 「つながり起点（サテライト）」との協働により事業を展開 

つながり創出事業では、「つながり起点（サテライト）」となる各施設等と連携して企画・

プログラムを作成し、提供していきます。「つながり起点（サテライト）」がネットワークの

起点となると同時に地域における活動展開拠点としても機能し、札幌博物館で行われた活動

の成果を市内全体に広げる役割を果たします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 事業活動計画 

 
（３）つながり創出事業（リレーション事業） 

 

 

 

 

博物館活動センター、円山動物園、北大総合博物館の連携例 

札幌博物館の活動範囲は札幌市を含む石狩低地帯であり、広範囲 

にわたって事業を展開していくためには、博物館同士の連携が欠か 

せません。その試みとして平成 24 年度から札幌市、石狩市、小樽 

市、北広島市にまたがる合計 14 施設（平成 26 年現在）が連携する 

CISE（ちせ）ネットワークという活動を行っています。 

例えば化石をテーマとした事業では、札幌市博物館活動センター 

で化石の発掘を実際に体験し、骨から推定できる動物の動きを円山 

動物園で観察し、北大総合博物館で化石の研究方法について学習す 

るといった各施設の特色を生かした、切り口の異なる複数の事業を 

展開することで、市民は一つのテーマをより深く楽しみながら学習 

することができます。 

 

博物館が協力したつながりがひろがり、自主的な活動が発展  

「つながり起点」のひとつである西岡公園では、植物調査を市民の手で 

行うための市民植物調査員養成講座（主催：西岡公園管理事務所）に学芸 

員が平成 19（2007）年度に協力し、植物調査と標本作製方法の考え方と技 

術を伝授しました。植物調査に楽しみを見出したメンバーは、現在も西岡 

公園で計画的に調査を続けるほか、個人単位では野幌森林公園の植物につ 

いて独自に調査を始めるまでになっています。札幌市博物館活動センター 

の専門的サポートにより、市民が地域の生物多様性について関心を持ち、 

自分の住む地区の課題に取り組み、活動の範囲を広げた事例といえます。 
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② 市内の資産をめぐり、本物を体感するプログラムの提供 

例えば自然災害の痕跡など、自然の営みが今でも直接見て取れる場所も「つながり起点（サテ

ライト）」と位置付けた上で、活動拠点（コア）である札幌博物館や「つながり起点（サテライト）」

を発着点としてそれらを巡り、博物館ならではの視点でガイドする“ツアーミュージアム”を定

期的に実施します。これにより、札幌博物館での展示だけでは得ることの出来ない“本物ならで

は”の体験や学びを提供します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ ユビキタス展示の活用により資産と人をつなぐ 

感動伝達事業で展開するユビキタス展示を、市民や観光客が自然資産等を巡る際のサポ

ートとして活用していきます。例えば、スマートフォン等のモバイル端末を使うことによ

って、目の前にある自然資産の情報をいつでも手軽に調べられるコンテンツなどを検討し

ます。コンテンツ作成の際には、外国人観光客の利用も想定し、多言語に対応していきた

いと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 将来的な国内外の諸都市との交流・連携 

札幌市はポートランドやミュンヘン等、５つの都市と姉妹・友好都市提携をしています

が、これらの都市は札幌と緯度が近く、自然史を探求する上で新しい成果を得ることにつ

ながると考えられることから、こうした都市との将来的な学術交流・連携についても検討

していきます。 

また、札幌市はユネスコの創造都市ネットワーク13の「メディアアーツ部門」に加盟し

ており、国内外の加盟都市同士の連携が想定されることから、博物館についても、メディ

アアーツの視点を取り入れた展示等の導入を検討していきます。 

                                                   
13ユネスコ創造都市ネットワーク：平成 16（2004）年にユネスコが創設した映画、デザイン等７つの分野において特色ある世界

の都市を認定するプロジェクト。札幌市は平成 25（2013）年にメディアアーツ分野に加盟した。 

 

第３章 事業活動計画 

 

ツアーミュージアム（例）「豊平川の流れから札幌のなりたちを探る」つながり起点：天神山 

 

 

 

 

天神山は、“古豊平川”が今からおよそ 4万年前に噴出した火山灰（支笏火砕流）を 

削り残した丘で、その西を流れる精進川は、古い扇状地を削った豊平川の名残りです。 

「豊平」の語源となった「トイ・ピラ＝崩れやすい・崖」に沿って環状通まで歩き、 

南 19 条橋から現在の豊平川を渡り、左岸を北上した後、中島公園で 200 年前まで、か 

つての豊平川本流であった伏籠川の名残と考えられる鴨々川と、水路として利用され 

た堰を見学し、豊平川が札幌の自然や歴史を形成した経緯を解説します。 

札幌の自然・歴史・文化を実際に歩いて見て回ることで、知的好奇心が刺激され、 

しかも健康増進にも貢献できるプログラムです。 

精進川沿いに続く「トイ・ピラ」の崖 

 モバイルお散歩ミュージアム 

札幌市内には 100 ヶ所（札幌市博物館活動センター選定）を越える自然資産、歴史

資産、文化資産が点在しています。これらの資産は現地に保存された実物標本と考え

ることができます。 

スマートフォンなどの個人の情報端末を利用し、それぞれの資産までのルートを示

し、現地ではそれぞれの資産に関する様々な情報を多言語で提供することで札幌の街

を一人でも、グループでも楽しむことのできる情報を配信します。 

あわせて近くのレストランやショップなどの情報も提供し、札幌を楽しく歩くこと

のできる情報の提供も検討します。 
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札幌博物館では、これまで博物館活動センターが構築してきたネットワークを基礎として、

札幌博物館の整備や、新たなつながりを創出する事業などをきっかけとして、新たな「つな

がり起点（サテライト）」を増やし、ネットワークを拡充していきます。 

「活動拠点（コア）」の展示や事業で感動し、「つながり起点（サテライト）」を通して博物

館活動が街全体に広がっていくという「人とつながり 街にひろがるネットワーク型ミュージ

アム」を目指します。 

 

 

感動的な展示や親しみやすい解説などを通じて、札幌博物館に人々が何度も足を運びたく

なるような体験や交流の場にしていきます。人々が何度も博物館に足を運ぶ過程で、同じ興

味・関心をもつ人と人が出会い、相互に情報を分かちあう機会が増え、世代を問わず人と人

がつながる場になっていきます。 

 

 

 

人と人が出会い、つながる中で生まれたグループによる博物館活動を、札幌博物館では活

動の場や器材・情報の提供、協働による調査・研究などを通じて、積極的に支援していきま

す。また、札幌博物館がもつネットワークを利用して市民の活動がより幅広く展開するよう

後押ししていきます。 

 

 

様々な活動の成果を得たグループや個人が、札幌の街全体をフィールドに多彩な活動が展

開できるよう、札幌博物館が新たなネットワークを構築する「つながり創出事業」を展開し、

個人やグループの活動をさらに広げていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）[第３段階]活動が街にひろがる 

 

 

 

（１）[第１段階] 人が出会い、人とつながる 

 

 

 

（２）[第２段階]グループが活動する 

 

 

 

第３章 事業活動計画 

 
４．ネットワーク型ミュージアムの仕組み 

 
 

 
研究のサポートから博物館資料の作製へ 

5 大プロジェクト「自然探究サポート事業」に応募のあった「カエルの手足は、

いつ、どのようにできるのか?」という小学５年生(当時)の疑問について、博物

館活動センターでは透明骨格標本を作製してカエルの発生の過程を観察するこ

とを提案し、一緒に研究をしました。彼はお母さんとともに活動センターで標本

作製技術を習得し、さらにその技術を向上させていきました。 

研究の成果は透明骨格標本とともに博物館活動センターで公開されました。展

示されている標本を見て関心を寄せた来館者に、製作した二人が、その作製方法

などを伝えているうちに、興味のある市民が口コミなどで増えていき、やがて標

本・教材製作サークル・ボランティア「えぞホネ団」がたち上がりました。えぞ

ホネ団は、現在でも博物館で使用する様々な標本の作製活動を行っています。 
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【人とつながり、街にひろがるネットワーク型ミュージアム（概念図）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

図書館・児童館等 

公共施設 

北海道博物館 

 

北海道大学 

総合博物館 

大学・専門学校等 

教育機関 

札幌市の 

資料館・記念館 

 

活動を通して生じる 

市民グループ 

 

北海道大学 

 

市内・道内外の 

博物館 

 

活活動動がが街街ににひひろろががるる  
 

ググルルーーププがが活活動動すするる  
 

博物館 

第２段階 

第１段階 

協働による事業の 

企画、教材の開発など 

活動を通して生じる 

市民グループ 

 

活動を通して生じる 

市民グループ 

 
活動を通して生じる 

市民グループ 

 

第３段階 

第３章 事業活動計画 

 

人人がが出出会会いい、、人人ととつつななががるる  
 

活動を通して生じる

市民グループ 

人人とと  つつななががりり  街街にに  ひひろろががるる  

ネネッットトワワーークク型型ミミュューージジアアムム  

  
 

 

 
 

 
  

 
   

多彩な活動を街全体で展開。 

博物館の成果がひろがる。 
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 ここでは、札幌博物館の施設整備について整理していきます。 

 

 

札幌博物館は、市民とともに札幌の独自性を明らかにし、 

その成果を多くの人々に伝えていくことを目指しています。 

その目的を達成するためには、①できるだけ市民が集いや 

すく、観光客が来訪しやすい場所にあること、②札幌博物 

館の基本テーマである「北・その自然と人」を実感できる 

環境が周辺にあること、③前章で述べた３事業を展開する 

ために必要な規模（広さ）を確保できること―が立地条件 

になると考えています。 

市民・観光客が訪れやすい場所としては、地下鉄札幌駅・ 

大通駅やその周辺地域などの都心部が考えられます。さらに都心部には、地下鉄、市電を利

用して「つながり起点（サテライト）」にアクセスしやすいという利点もあります。 

また、札幌駅から大通駅、その周辺の西11丁目駅近辺には、かつて豊平川扇状地の湧水（メ

ム）があり、札幌の自然史を垣間見ることができるという特徴があるほか、札幌市資料館（大

正15年建設、国の登録有形文化財）や大通公園など、札幌の成り立ちを実感できる歴史・文

化資産もあります。大通公園の周辺は、「さっぽろ都心まちづくり戦略」（平成23年1月策定）

において「札幌らしさを象徴し、人々の多様な活動を支える空間」とされていることからも、

札幌博物館の設置に適した地域であると言えます。 

さらに、この地域には、将来的に閉館・解体予定となっている「さっぽろ芸術文化の館」

があり、跡地活用を図る場合には、その敷地面積は約11,000㎡と、事業展開していく上で

十分な広さがあります（必要と想定される規模については後述）。 

以上のことから、本計画においては、先に述べた立地条件を揃えている、「さっぽろ芸術文

化の館」がある「北1条西1２丁目街区」を、札幌博物館の候補地として位置付けます。 

なお、施設整備に当たっては、札幌市全体のまちづくりを見据え、有効かつ高度な土地利

用を図る観点や施設の集客力向上の観点から、他の公共施設等との複合化を含めて検討して

いきます。 

 

 

 

札幌博物館で行う、感動伝達事業、地域課題解決事業、つながり創出事業は、相互に関連

して展開することでより高い効果が見込めます。そのため、札幌博物館の諸室は、この３つ

の事業を効率的に展開できることを念頭に、機能・配置を検討していきます。 

また、ユニバーサルデザイン14や自然環境への負荷の軽減に努め、市民がくつろげる、潤

いのある空間を目指します。 

                                                   
14 ユニバーサルデザイン：文化・言語・国籍・年齢・性別・障がい・能力等に関係なく利用できるデザインの思想。 

第４章 施設計画 

１．札幌博物館の候補地 

第 4 章 施設計画 

 

２．札幌博物館の諸室整備 
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①感動伝達領域 

（展示エリア）・・・常設展示室、企画展示室、特別展示室 等 

いつ来ても新しい発見のある展示を目指し、展示内容を容易に更新できる、可変性を重視

した構造や設備を検討します。特定のテーマを特集する企画展示室や、民間企業との共催によ

る大規模な特別展示にも対応可能な展示室も整備します。 

高齢者や障がいのある方、外国人も楽しめるよう、触れる展示や、点字・多言語による解説など

を取り入れるほか、配色、照明等にも配慮します。 

 

（普及・交流エリア）・・・講義室、実習室、講堂、作業室 等 

市民が博物館で自主的な活動を十分に行えるよう、講義や作業、実習に必要となる諸室や

設備を整えます。 

 

②地域課題解決領域 

（収集・保存エリア）・・・収蔵庫、特別収蔵庫 等 

資料を安全に保管できる適切な環境を確保した収蔵庫を整備します。 

また、活動の継続とともに資料が増加し収蔵庫が狭隘化してくることも想定し、将来的な

収蔵スペースの増設にも対応できる設計を検討します。 

 

（調査・研究エリア）・・・研究室、標本検査室、洗浄処理室 等 

専門的な調査・研究活動に対応できる諸室や設備を整備します。調査・研究の利便性を確

保するため、収集・保存エリアと隣接した位置に設置します。 

 

③つながり創出領域 

（エントランス・交流エリア）・・・図書閲覧室、ミュージアムショップ、カフェ 等 

エントランスには思わず足を止め、見入ってしまうような大型の展示物や最新の情報を提

示することで博物館の活動が見えるスペースを用意し、必ずしも博物館を目的にしていたわ

けではない方も、思わず立ち寄ってみたくなるようなにぎわいの演出を施すとともに、カフ

ェなどを設置して気軽に休憩・交流できる空間をつくります。 

例えば、市民からの要望も多い、エントランス展示を観ながらくつろぐことができる「ミ

ュージアムカフェ」や、サッポロカイギュウにまつわる商品など、札幌市立大学などと連携

し札幌の独自性をあらわす展示物に関するグッズなどをデザイン制作し、販売する「ミュー

ジアムショップ」などの設置を検討します。 

このほか、感動伝達領域や地域課題解決領域もつながりを創出する重要な場となります。 

 

④管理・その他領域 

（管理・共用その他エリア）・・・事務室、会議室、機械室 等 

上記の諸活動を支える建物や敷地等の維持管理に必要な諸室や設備を整えます。 

 

第４章 施設計画 
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札幌博物館の規模については、体長７ｍのサッポロカイギュウ及び推定 15m に達する小

金湯産クジラ化石など、複数の大型動物化石の復元標本を展示することが可能な展示スペー

スや、市民や観光客の憩いの空間あるいは情報提供の場となるサービススペースを広く取る

必要があると考えています。 

なお、政令指定都市と政令指定都市のある都道府県立の博物館に関するデータは資料 7 に

掲載しておりますが、そのうち、特に札幌博物館の参考となるような、最近開設またはリニ

ューアルした自然史系博物館の延床面積は、下表のとおり 10,000～17,000 ㎡となってい

ます。 

今後は、展示の内容や館内で行われる諸活動について、さらに詳細を詰めていく中で、そ

れにあわせた規模や諸室などを検討していきます。 

 

  

館名 開館日 延床面積 展示 収集・保存 調査・研究 普及・交流　 サービス 管理 共用・その他

6,139㎡ 2,506㎡ 871㎡ 1,315㎡ 463㎡ 624㎡ 5,093㎡

(36.1%) (14.7%) (5.1%) (7.7%) (2.7%) (3.7%) (29.9%)

3,831㎡ 1,972㎡ 1,803㎡ 728㎡ 132㎡ 316㎡ 3,284㎡

(31.8%) (16.3%) (14.9%) (6.0%) (1.1%) (2.6%) (27.2%)

2,048㎡ 2,618㎡ 690㎡ 1,620㎡ 78㎡ 435㎡ 3,290㎡

(19.0%) (24.3%) (6.4%) (15.0%) (0.7%) (4.0%) (30.5%)

平成26(2014）年

4月19日

北九州市立
いのちのたび博物館

17,011㎡
平成14(2002）年

11月3日

10,779㎡

12,066㎡
大阪市立

自然史博物館

三重県総合博物館

平成18(2006）年

3月1日

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 施設計画 

３．札幌博物館の規模 

【参考：類似施設の諸室面積の割合】 
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 ここでは、札幌博物館の運営方式や運営体制について整理していきます。 

 

 

 

現在の日本の公立博物館の運営方式は、自治体の直営方式と指定管理者方式が中心となっ

ています。  

自治体による直営方式は、効率性において指定管理者制度に劣る可能性がある一方で、市

の意向が反映され、継続的・安定的に事業が実施されるという利点があります。 

一方、指定管理者制度は、民間のノウハウを活かした効率的な事業展開が期待できるもの

の、指定管理者が交代する可能性があることから継続性の面では直営に劣ります。 

また、平成 25（2013）年 10 月に地方独立行政法人法施行令が改正され、公立博物館も

地方独立行政法人として運営が可能となり、一部の地方自治体では所管する博物館の地方独

立行政法人化を検討しています。 

札幌博物館では、これまで述べてきたとおり、“人とつながり 街にひろがるネットワーク

型ミュージアム”を目指しており、札幌の独自性を自然史の視点から探求しつつ、市民や関

係機関等とのつながりを構築していきたいと考えていることから、それらの活動に最適な運

営方式について引き続き検討していきます。 

 

 

 

 

 

 

札幌博物館では、他都市の例なども参考にしながら、必要な組織について検討していきま

す。 

また、札幌博物館における特徴的な事業の一つであるつながり創出事業を感動伝達事業、

地域課題解決事業と相互に関連させながら、館全体の活動を街全体に広げ、連携させていく

調整役の人材として、コーディネーターの配置についても検討を進めていきます。 

さらに、庁内の人材活用はもちろん、市内の大学、関係機関等との人事交流などについて

も積極的に検討していきたいと考えています。 

なお、これら組織の考え方については、運営方式に応じて編成を考えていく必要がありま

すので、今後、運営方式とあわせて検討を進めていきます。 

 

 

 

 

第５章 運営計画 

１．運営方式の考え方 

２．柔軟かつひらかれた運営体制 

 
（１）組織の考え方 

 

 

 

第５章 運営計画 
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札幌博物館を市民による活動の場として気軽に利用してもらうとともに、事業の企画や運

営に参画してもらうことを目的として、市民の参画登録制度の構築を検討していきます。 

登録メンバーの方には札幌博物館の施設・設備を安全、快適に使用するための研修を受講

してもらい、いつでも標本作製や、事業の企画・運営などの活動を行えるようにします。単

に展示を見たり、事業に参加したりするだけにとどまらず、札幌博物館を成長させるメンバ

ーの一員になってもらうことで、市民に「私の博物館」としての愛着を感じてもらうことを

目指します。 

 

 

 

外部の有識者で構成した博物館活動を評価する委員会を設け、札幌博物館が、その使命に

即した活動を行っているかどうかを、定期的に点検・評価するとともに、博物館活動で得た

成果を行政の施策に活かす方策を館長等に助言する制度を検討をしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）外部の有識者で構成する評価委員会 

 

 

 

（2）市民の活動への参画登録制度の検討 

 

 

 

第５章 運営計画 
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多くの市民や観光客にいつでも気軽に利用していただけるように、望ましい開館日時や利

用料金を検討します。 

 

 

収蔵資料や展示、施設の維持管理を適切に行う必要があることから、一定の休館日や、資

料の整理、展示更新などに伴う特別休館日を設けることを検討します。 

 

 

 

管理運営の効率性とのバランスを考慮しつつ、多くの人が利用しやすい開館時間を設定し

ていきます。 

観光シーズンや週末、企画展や各種イベント開催時等には開館時間を変更するなど、利用

者の要望や集客を考慮しながら、柔軟に対応できるよう検討します。 

 

 

 

博物館法15第 23 条（入館料等）には、公立博物館ではやむを得ない事情がある場合を除

き、原則入館料等を徴収してはならない旨定められています。 

札幌博物館に収蔵される資料は、博物館活動センター開設前から市民と協働して集めたも

のや寄贈されたもので、市民共有の財産です。札幌博物館は、これらの資料を使って調査・

研究を行い、その成果をできる限り多くの方に知ってもらい、利用者との協働で活動を展開

していくことを目指しています。そのためには、気軽に入館していただくこと、また何度で

も足を運んで継続的な活動の場として利用してもらうことが必要であると考えています。 

 以上を踏まえ、国内の他館の事例なども参照し、適切な利用料金（入館料等）のあり方に

ついても、検討を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
15博物館法：昭和 26（1951）年に制定され、博物館の設置や運営に係る法律。平成 20（2008）年に一部改正された（学習の成

果を活用して行う教育活動機会の提供、運営状況の評価及びそれらの情報提供、国や都道府県教育委員会による研修実施等）。 

３．誰もが気軽に利用できる開館形態 

 

（１）開館日 

 

 

（２）開館時間 

 

 

（３）利用料金（入館料等） 

 

 

 

第５章 運営計画 
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 ここでは、博物館を建設するまでに検討すべき項目を整理していきます。 

 

 

 

「人とつながり、街にひろがるネットワーク型ミュージアム」の実現に向け、市民や関係

機関とのネットワークを構築し、要望や意見を広く取り入れるとともに、これまで市民ボラ

ンティアが中心に実施してきた化石クリーニングや標本作製、展示資料・教材作製などの活

動もさらに発展、拡充させながら、市民みんなで考え、つくる博物館の整備を進めていきま

す。 

 

 

 

各事業において基幹となる職員の配置を含め、本計画を着実に推進していくための体制を

整えていけるように検討を進めていきます。 

 

 

 

今後の具体的計画については、「展示・事業基本計画」、「整備基本計画」、「管理運営基本計

画」を策定し、博物館実現に向けて着実に進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６章 整備推進方針 

１．市民みんなで考え、つくる  

 

２．多彩な専門職員の配置など体制づくり 

 

第６章 整備推進方針 

３．実現に向けて 
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（目的） 

第１条 本市のこれまでの博物館計画を踏まえた、次世代型博物館計画策定にあたって、新しい時代

に求められる札幌市の博物館のあり方、役割、機能及び、その内容について、専門的な立場及び市民

の立場からの意見を聴くため、次世代型博物館計画検討委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

（所掌事項） 

第２条 委員会は次世代型博物館計画について、出席者が意見交換を行うものとする。 

（構成） 

第３条 委員会は学識経験者その他文化部長が適当と認めるものの中から、公募により選出された者

２名を含む１０名以内の委員で構成するものとする。 

（設置期間） 

第４条 委員会の設置期間は委員が協力依頼を受けた日から、平成２６年９月３０日までとする。 

２ 委員に欠員が生じた場合における補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（座長等） 

第５条 委員会には、座長及び副座長を置くものとする。 

２ 座長及び副座長は、委員の互選により定める。 

３ 座長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

４ 副座長は、座長を補佐し、座長に事故あるときはその職務を代理する。 

（会議） 

第６条 委員会は、文化部長が必要に応じて招集する。 

（オブザーバーの設置） 

第７条 委員会には数名のオブザーバーを置き、委員会の会議に出席を求め、意見を聴くことができ

る。 

（意見の徴取） 

第８条 座長が特に必要があると認めるときは、委員会の会議に、委員・オブザーバー以外の者の出

席を求め、資料の提出を受け、意見を聴くことができる。 

（部会） 

第９条 委員会はその所掌事項に係る特定の事項について、専門的な意見交換を行うため、博物館に

係る学識経験者からなる部会を置くことができる。 

（庶務） 

第１０条 委員会の庶務は、観光文化局文化部市民文化課において処理する。 

（その他） 

第１１条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、文化部長が別に定める。 

附 則 

 この要綱は、平成２４年６月 ７日から施行する。 

附 則 

 この要綱は、平成２６年４月 １日から施行する。 

資料１．次世代型博物館計画検討委員会設置要綱 

 

資料 
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氏名 所属・職名 

石森 秀三 
北海道開拓記念館 館長 

北海道博物館協会 会長 

右代 啓視 
北海道開拓記念館 

学芸部 主任学芸員  

大原 昌宏 
北海道大学総合博物館  

副館長 教授 

坂井 文 
北海道大学  

大学院工学研究院 都市計画研究室 准教授 

酒井 正幸 
札幌市立大学 

デザイン学部長 

佐々木 亨 
北海道大学  

大学院文学研究科 歴史地域文化学専攻 教授 

佐藤 弘毅 
市民公募委員 

日本銀行 

沼崎 麻子 
市民公募委員 

北海道大学 大学院理学院 博士後期課程 

松枝 大治 
北海道大学 名誉教授 

前北海道大学総合博物館長 

松本 文夫 
東京大学総合研究博物館  

特任准教授 

 

氏名 所属・職名 

栗原 祐司 
国立文化財機構本部事務局長 

東京国立博物館総務部長 

辻井 達一（故人） 
元北海道環境財団 理事長 

元北海道大学農学部 教授、同附属植物園長 

 

資料２．次世代型博物館計画検討委員会名簿 

 

■委員（10 名） 

■オブザーバー（２名） 

（敬称略、氏名五十音順） 

資料 
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札幌の地盤を形成する石狩低地帯は、南からのプレートの移

動に、日本海とオホーツク海の拡大、さらに太平洋プレートの

沈み込みによって形成されたという、国内はもとより世界的に

見ても独自の形成過程を持っています。 

札幌の美しい自然景観は、プレートの衝突による、激しい

地殻変動や火山活動などの痕跡です。 

札幌市は、政令指定都市として唯一、市内に国立公園（南

区の山地の一部）及び国指定天然記念物（藻岩原始林・円山

原始林）がともに存在し、多様な環境と豊かな自然が保持さ

れています。 

 

 

【サブテーマ１のシナリオ案】 

 -1 白亜紀（1.4 億年～6600 万年前）～中新世（2300～533 万年前）の海の時代 

   ①薄別層－白亜紀の地層・プレートの運動と日本列島の形成－ 

   ②小樽内川層－巨大生物の誕生する海・小金湯クジラとサッポロカイギュウ－ 

   ③石狩平野の基盤形成－日本海・オホーツク海の開口と太平洋の沈み込みー 

-2 鮮新世（533 万～258 万年前）：火山の活動とその恩恵 

  ①藻南公園－海底火山活動― 

  ②藻岩山・円山・三角山・手稲山―成長する活火山－ 

 

 

 

サブテーマ１：さっぽろの自然景観の形成 

 

 

 

日本列島の地質構造（産総研） 

薄別の約1億年前の地層（南区） 

思わず近づき足を

止める、目をひく

展示とともに、導

入として、札幌の

自然と人を概観す

る展示を展開。 

サッポロカイギュウ 
小金湯産クジラ 

厚田産アルビレオ科イルカ 
復元・復原標本 

５つのサブテーマを 
イメージする 
展示概要等 
導入展示 

 

イ） さっぽろの独自性を示す５つのサブテーマ展示 

ア） エントランス展示・ポータル展示 28 

資料３．展示案 

 

資料 
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-3 更新世（258 万～1.17 万年前）：今も続く東西圧縮 

  ①野幌丘陵・月寒丘陵―直下型地震の痕跡－ 

-4 完新世（1.17 万年前～現代）：氷期から間氷期へ 

  ①支笏火砕流―石山緑地公園：大災害の痕跡と札幌軟石の誕生― 

  ②手稲山地崩れ－タンネ・ウエン・シリ（アイヌ語）：長い・悪い・山の誕生－ 

  ③豊平川と V 字谷―豊平川のエネルギーと定山渓の景観－ 

  ④豊平川河岸段丘－真駒内公園に刻まれた川の成長記録－ 

  ⑤豊平川扇状地の形成・平岸面と札幌面－扇状地の成長－ 

  ⑥精進川とトイ・ピラ（アイヌ語）－豊平の語源となる崖を削った川－ 

  ⑦メム（アイヌ語）：湧水池の形成－地下水の恵－ 

  ⑧月寒川・厚別川・野津幌川－月寒台地を削る川－ 

  ⑨札幌の湿原－残された原風景― 

  ⑩星置の海食崖－縄文海進の証し－ 

-5 緑の森の形成と現在の自然 

 

 

 

 

札幌の環境を決定した最も重要な要素は、札幌が極と赤道

の中間に位置する北緯43度にあることです。札幌は、地球全

体の寒冷化や温暖化の影響を受けやすい中緯度にあることで、

地球規模の気候変動にともない、これまでに多様な環境をく

りかえし経験してきました。 

札幌の過去から現在に至る生物の変遷は、地球規模の変動

に伴う札幌の環境変化の多様さ、ダイナミックさを反映して

います。例えば札幌で産出した海牛類16、鯨類17の化石は、

地球環境の変動と動植物の適応進化を受けて、世界で最初に

大型化した、環境と生物進化と生物多様性の関連性を実証す

る世界的にみても貴重な標本です。 

環境の多様性は生命の誕生や生物の進化に影響を与え、私

たち人類の進化にもつながっています。 

 

 

 

 

                                                   
16海牛類の化石：例としてサッポロカイギュウ。これは海牛目に属する哺乳類で、平成14（2002）年に豊平川で発見された約820万年前

に生息していた世界最古の大型海牛とされ、海牛類の大型化の時期とメカニズムを示す貴重な資料として世界的に注目される。 
17 鯨類の化石：例として厚田産アルビレオ科イルカ、小金湯産クジラ化石。厚田産は鯨偶蹄目ハクジラ亜目マイルカ上科アル

ビレオ科に属するハクジラで、北西太平洋域では、厚田村（現：石狩市）から初めてその化石が産出した。小金湯産は研究中。 

サブテーマ２：さっぽろの生命と生物の進化 

 

 

 

サッポロカイギュウ 

小金湯産クジラ化石クリーニング作業 

手稲山の地すべり地形 

資料 
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【サブテーマ２のシナリオ案】 

-1 生命誕生 

   ①誕生の背景－太陽、月、地球の奇跡－ 

   ②ストロマトライト18ー地球上の酸素を生み出した微生物― 

   ③縞状鉄鉱石19－生命と人類を支えた金属－ 

   ④チムニー20と深海底生物－原始生命のゆりかご－ 

   ⑤全球凍結21と生命大爆発－エディアカラ動物群・バージェス動物群22― 

 -2 生物の進化 

   ①進化とは何か 環境×進化×時間＝生物多様性 

   ②食う・食われる・追う・逃げる－魚類の進化－ 

   ③最初の陸上植物－無から有を生み出す光合成・植物の進化― 

   ④陸上脊椎動物の進化－安全確実に子孫を残すための戦い－ 

   ⑤生物の大進化と大絶滅－生物の進化はピンチが生みだした－ 

 -3 北海道の化石 

   ①北海道の化石・アンモナイト 

   ②北海道の化石・は虫類→クビナガリュウ、モササウルス23 

   ③北海道の化石・ほ乳類－鯨偶蹄類・海牛類・鰭脚類・長鼻類・束柱類・奇蹄類－ 

 -4 札幌・石狩低地帯の化石 

   ①札幌の環境－N43°の幸運－ 

   ②サッポロカイギュウ－海牛の進化－ 

   ③小金湯クジラ－鯨の進化－ 

   ④貝化石群集の変遷 

 -5 人類 

   ①哺乳類とは 

   ②ヒトとは…－人体に残る進化の跡― 

   ③生き残りの原則－ピンチはチャンス!食べろ!! 仲間を増やせ!!!－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
18 ストロマトライト：藍藻類。光合成によって酸素を作り、大気中に放出した初期の生物。 

19 縞状鉄鉱石：海洋中に放出された酸素によって酸化され、海底に堆積したとされる鉄鉱石。 

20 チムニー：海底の熱水噴出によって噴出孔の周辺に形成された煙突状の構造物。 

21 全球凍結：地球全体が氷に覆われた状態。凍結によって大絶滅がおこり、その後飛躍的な生物進化が起こったとされる。 

22 エディアカラ動物群：約 6 億年前南オーストラリアの原始的動物群、バージェス動物群：約 5 億年前カナダの無脊椎動物

群。 
23 クビナガリュウ、モササウルス：北海道の白亜紀を代表する海生爬虫類。 

サッポロカイギュウ 

資料 
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札幌は国内でも有数の急流河川である豊平川によって形成さ

れた扇状地に拓けた街です。扇状地は豊平川の大洪水のたびに成

長し現在に至っています。人間の側から見ると自然災害の証です

が、現在では、水はけのよい安定した大地となり、人々の生活の

基盤となっています。また、定山渓・小金湯の温泉は、火山活動

によるマグマの熱が供給源になっています。このように、札幌に

は、厳しい自然と、その恩恵を受けて営まれた歴史や人々の暮ら

しが刻まれています。 

札幌での暮らしには、人間による自然の改変と、厳しい自然の中

でいかに衣食住を確保するかが最大の課題でした。現代において自

然と人類の共生を考える時、北海道の自然と調和して誕生したアイ

ヌ文化にみられる、ウレシパ・モシリ24という自然と人を融合して

とらえる自然観と、それに基づく暮らしを自然史の視点で明らかに

することは、これからの方向性を見出すひとつの参考になるかもし

れません。 

 

【サブテーマ３のシナリオ案】 

-1 サッポロのヒト 

   ①脱アフリカの挑戦と残された証拠－ミトコンドリア DNA と乳糖不耐性25－ 

   ②シベリアから進入したマンモスハンター26－札幌の旧石器－ 

   ③気候変動と新石器文化 

   ④アイヌの自然－ウレシパ・モシリの科学－ 

   ⑤日本人の起源：縄文系・弥生系－私たちの縄文度・弥生度－ 

 -2 札幌の自然 

   ①札幌の四季－札幌の四季を決定する要素 

   ②札幌の気象 

 -3 自然との共生 

  ①扇状地という自然・残された原始林 

②豊平川の魚－サケの進化と回遊の仕組み－ 

③札幌の野鳥－わたり－ 

④クマ・シカの生活史と人との共生 

 

 

 

                                                   
24 ウレシパ・モシリ：アイヌ語で「育み合う大地」。自然と人を一元的にとらえ、自然と人の共生をあらわした自然観。 

25 乳糖不耐性：乳糖の消化酵素がないため牛乳を飲むと下痢などの症状を起こすこと。 

26 マンモスハンター：マンモスを代表するマンモス動物群を狩猟の対象とした北方系民族の一群。 

サブテーマ３：さっぽろの自然と人類の共生 

 

 

豊平川扇状地と西部山地（環境局提供） 

日本列島の植生分布 

火山活動の恩恵・定山渓温泉と 

豊平川によって削られたＶ字谷 

資料 
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ユーラシア大陸の東縁に浅い海峡をはさんで並ぶ日本列島は、

地球規模の寒暖に同調した海水準の上昇下降にあわせ、大陸との

接続と分断を繰り返してきました。日本に進出した人類は、寒冷

期の海水面低下を利用し、約4～3万年前に朝鮮半島から、約２

万年前にはサハリンからマンモスを追って進入しており、以降、

「北方系」と「南方系」の自然と文化が交流した歴史を持ちます。 

氷期が明け、温暖化した日本列島には、マンモス等の大型

獣が姿を消した代わりに、南方と北方、両方の恵みを享受で

きる温帯落葉広葉樹林が東日本を覆い、豊かな森の恵みを利

用した縄文文化が東日本を中心に形成されました。札幌はこ

の縄文文化の北端、北方特有の冷温帯針広混交林の南端に位

置することから、道南以南および、千島・オホーツク方面や

サハリン方面からも異なる文化が入ってきましたが、これら

は、互いに排除しあうことなく、交流・融合しながら北海道

独自の文化を形成していきました。 

 

【サブテーマ４のシナリオ案】 

-1 島
とう

弧
こ

海溝
かいこう

系
けい

27と海峡の成立 

   ①気候変動と海峡の成立 

   ②気候変動と動物群の移動（北広島動物群→周口店動物群→黄土動物群28） 

③生物境界線と現在の生物相 

   ④森林の植生を背景にした文化の成立 

      ⑤札幌から広がった動植物：セイヨウタンポポ、ザリガニ… 

 

 

 

ロシア帝国の南下政策は 14～19 世紀に地球規模で起こ

った小氷期が大きな要因と考えられています。これに江戸幕

府や明治政府が強い脅威を感じたことをきっかけに北海道の

急速な近代化が進められ、札幌に様々な人々たちが送られま

した。 

江戸末期から明治初期にかけての札幌のまちづくりは、幕

府、政府の主導により、短期間のうちに巨費が投じられて急

速に開拓が進められ、原生の自然環境は激変しました。しか

                                                   
27 島弧海溝系：弧状列島と海溝が平行に形成される活動帯。プレートの沈み込みによって形成される。 

28 北広島動物群、周口店動物群、黄土動物群：各地域で産出したある時代の動物化石群。 

サブテーマ４：さっぽろの交流史 

 

 

 

サブテーマ 5:さっぽろの形成史 

 

 

島弧海溝系 

資料 

市街地之図（明治 32 年）札幌市公文書館 
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し、現在も、かつて市街地を流れた川の削った起伏や河畔に

自生したハルニレの巨木等、開拓当初の景観を彷彿とさせる

地勢や植生を市内の随所に見る事ができます。 

豊平川扇状地の上に形成された札幌の市街地は、地質や地

形を熟慮したまちづくりが行われ、一見すると碁盤の目のよ

うに整然と統一して整備された近代的な都市のように見えま

すが、開拓の歴史を見ると、それぞれ異なった開拓団が市内

各地に入植し、各地域の自然や地勢を活かしながら独自に街

を拡大していったことから札幌特有の街並が形成され、今日

に至っていることがわかります。 

 

 

 

【サブテーマ５のシナリオ案】 

 -1 14～19 世紀の小氷期がもたらした世界動向 

   ①気候変動と飢饉－ロシアのシベリア開拓と太平洋進出の理由－ 

   ②北方海域調査：『東方見聞録』『ガリヴァ旅行記』－最後に残されたユートピア－ 

   ③日本の飢饉と蝦夷地開拓－日本の探検家たち－ 

   ④本府札幌設置の自然背景 

   ⑤フロンティアの人材 

 -2 街並 

①ジオラマ展示－人々の暮らしと街並形成の自然背景－ 

②今昔 AR 配信 

   ③札幌の開墾事業 

   ④道路開削と市街地の形成－札幌のふしぎ－ 

⑤札幌の災害（洪水・地震・津波・豪雪・火山・地崩れ） 

-3 農業 

   ①米 

   ②野菜（玉葱、大根…） 

   ③果物（リンゴ…） 

-4 十区十史、十人十色コーナー 

-5 札幌の色 

ファイターズ通り（旧斜め通り）は

伏籠川に沿って作られた道路 

資料 

創成川と創成橋 
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 ・感動伝達事業（エモーション事業） 

展示や普及・交流活動を通して、札幌の魅力（独自性）を伝えることで、感動し、興

味を持ってもらう機会を提供する役割を担う事業 

 

・地域課題解決事業（ソリューション事業） 

資料の収集・保存、調査・研究業務を基盤とし、活動の成果を活かして地域の課題を

自然と人の関わりの観点から解決する役割を担う事業 

 

・つながり創出事業（リレーション事業） 

博物館で様々な人や物が出会い、そこから生まれた成果をネットワークを使ってまち

全体に広げることで、博物館活動の活性化を図る事業 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 

事業の具体例 

名称 概要 関連事業分野 
※関連分野は赤丸 

館内ガイドツアー 展示室から収蔵庫まで学芸員のガイド付きで館内を巡る 
 

館外１hour ツアー 手短に誰でも気軽に参加できる自然・文化資産の現地ガイドツアー 
 

バックヤードツアー 普段は見ることができない収蔵庫等、博物館の裏側をガイドするツアー 
 

モバイルお散歩 
ミュージアム 

市内を巡るためのガイドとなるスマートフォン用アプリの開発 
 

お助けミュージアム 夏休みの宿題から自主研究のお助けまでカバーするよろず相談窓口 
 

お届けラボ あらゆる場所に出向き、一緒に調査・研究を実施する移動実験車 
 

メンバーシップ研究員制度 特定の分野の知識や経験を持つ市民に研究環境を提供し、協力依頼 
 

オープン・レク 学芸員と自由で気軽なトークができるミニ・オープン・カフェ 
 

オープン・ラボ 標本作製等、ボランティア活動に開放し、活動に参画するきっけづくり 
 

オープン・ファクトリー 展示や標本・グッズ製作等、館内の活動に自由に参加できる機会 
 

アウトリーチ・プログラム 学校や児童会館をはじめ、あらゆる場所に出向いて展示解説を展開 
 

e-ミュージアム配信 映像・情報コンテンツ、教材等を、ウェブを通して定期的に配信 
 

 

リ 

リ 

リ 

リ 

リ 

リ 

リ 

リ 

リ 

リ 

リ 

リ 

エ 

エ 

エ 

エ 

エ 

エ 

エ 

エ 

エ 

エ 

エ 

エ 

ソ 

ソ 

ソ 

ソ 

ソ 

ソ 

ソ 

ソ 

ソ 

ソ 

ソ 

ソ 

【凡例】 感動伝達（エモーション） エ つながり創出（リレーション） リ 地域課題解決（ソリューション） ソ 

資料 4. 札幌博物館における３事業の具体例 
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資料 5． 地域課題解決事業（ソリューション事業）の展開例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 

学際的な成果にもとづく同時多発的な取り組みで 

話題性を提供するとともに、まちに新しい人の流れをつくりだす 

 札幌市管轄の資料館・文化施設等 
 北海道博物館、北海道大学総合博物館 
 市内・道内外の博物館 

 互いの得意分野の視点から、共通のテーマに
基づき調査・研究を実施するとともに、そのテ
ーマに基づき同時多発的に企画展を実施 

期待 
される 
効果 

想定 
される 
つながり拠点 

連携の 
ための 
方策 

 様々なアプローチにより、市民や観光客がより
深く札幌に触れることが可能 

 話題性の提供で札幌への来訪者が増加 

【例1】まちの魅力創造に貢献 

例：市内中心部の湧水の痕跡を巡検（北海道大

学総合博物館など関係機関との連携事業） 

【例2】地域の疑問を調査し、身近な課題を解決 

移動実験室やモバイル展示を活用して市内全域へ移動し、 

地域の疑問や身近な課題を地域の子どもたちとともに解決する 

期待 
される 
効果 

想定 
される 
つながり拠点 

連携の 
ための 
方策 

 市内小・中学校、高等学校等 
 各地の市民活動団体 
 市内児童会館、町内会 等 

 学校、教員との事前協議 
 多様なアウトリーチ活動 
 地域の研究団体との協働 

 地域を自ら知る活動で郷土への愛着と誇りを醸成 
 地域の魅力を地域から発信 
 地域学習における手法の幅の拡がり 

移動実験室やモバイル展示を用い、 

地域で調査や研究の成果を展開するイメージ 
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資料 6. つながり創出事業（リレーション事業）の展開例 

 

 教育機関との連携とその内容 

連携の検討例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 つながり拠点 具体的な内容 

学校教育 

幼稚園・保育園 
児童会館 

・博物館での幼児向けプログラム展開 
・幼稚園等へ向けたアウトリーチ活動等 

小学校・中学校 

・学校付属の郷土資料館との相互連携、アウトリーチ活動 
・理科・社会科等のカリキュラムに合わせた博物館授業等 
・札幌の自然に関する小冊子の検討 
・モバイル展示の積極展開等、空き教室の効果的な利用 
・部活動、クラブ活動への支援 

高校・大学 
・授業・講座の単位認定、実習の受け入れ等 
・フリースクールによる単位取得等 
・部活動、クラブ活動への支援 

特別支援学校 ・展示のユニバーサルデザイン 

29 フリースクール：主に不登校の子どもを対象とした、教科の選択等に生徒の自主性を重視する学習法を 

【例１】道内を中心とした博物館

ｚ 

 

 テーマを統一する等の共同展・合同展の開催 
 資料の貸し借りによる展示、普及・交流活動 
 異なる専門分野が連携した学際的な研究 
  
 相乗効果による博物館利用者の増加 
 展示、普及・交流の幅が拡がり、満足度が向上 
 新しい学際的な研究成果 
  

他館との学際的な研究を通し、あらゆる角度から札幌を再認識 

新たな研究成果を札幌から世界に発信 

 

期待 
される 
効果 

連携の 
実施 
内容 

【例２】小学校・中学校 

 

 学校へのアウトリーチ活動（出前教室等） 
 博物館に出向いた理科・社会科等の授業 
 子どもと協働したフィールドの調査 
  
 実物等を交えた教育でより深い関心や理解 
 子どもたちの理科離れ対策の有効な一方策 
 教育普及に関する研究データの蓄積と反映 
  

アウトリーチ活動や子どもたちの自主的な調査活動を通し、 

札幌市民としての郷土への愛着と誇りを育む 
 

 

期待 
される 
効果 

連携の 
実施 
内容 

【例３】教育委員会及び教育機関 

 保育園や幼稚園児向けの独自教材開発 
 フリースクール 29と連携した学習プログラムの実施 
 博物館を起点とする教育システムの開発・評価 
  
 より深く地域を知る教育で郷土愛向上に寄与 
 札幌から新たな地域学習のあり方を発信 
 地域学習における手法の幅の拡がり 

札幌という郷土を学ぶために独自の教材や教育システムを開発 

新たな地域学習のあり方を札幌から全国に発信 
 

 

期待 
される 
効果 

連携の 
実施 
内容 

資料 

取り入れ、従来の学校のような管理や評価等を行わない教育施設。 
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ツアーミュージアム検討例 

 

 

 

 

 

 

 

 

【例2】さっぽろの社会と街並 

 札幌博物館を起点とし、市電全線を乗り降りする 

 大通・創成橋 
 本願寺道路 
 山鼻屯田兵の町割り見学 

 札幌の開拓の歴史を知る 
 市街地に開拓使入植による開墾の証が残ることを知る 
 歴史を知り、まちの未来を考えるための契機となる 

市街地をめぐりながら、開墾の証を確認し 

今日にいたるまでの札幌のまちづくりのあり方を学ぶ 

期待 
される 
学び 

ツアー 
コース 

ツアー
内容 

【例3】さっぽろのメムを巡る 

期待 
される 
学び 

ツアー 
コース 

ツアー
内容 

＜コース＞ ・・・右図の  部分  
博物館→知事公館→北大植物園→偕楽園→
サクシコトニ川（北海道大学構内） 
→北海道大学総合博物館 

 

【例1】さっぽろの生命と生物の進化 

 つながり起点：アイヌ文化交流センター→砥山ダム（地
層見学・化石採取）→小金湯 

 札幌の自然の独自性を実感する 
 化石発掘地の見学や化石発掘体験 
 海底地くずれ跡等や断層の見学 

 札幌は世界でも特殊な位置環境であることを知る 
 札幌に生息していた古生物について知る 
 環境変動の痕跡から、札幌の環境変遷を実感する 

海底地くずれや古生物の痕跡を見学し 

数々の環境変動を経て生命が誕生し、進化してきたことを学ぶ 

期待 
される 
学び 

 

ツアー 
コース 

ツアー
内容 

資料 

 市内に残るメムの見学 
 メムの残した特徴的な地形の観察 

 豊平川扇状地の恵み・メムをたどりながら、自然と人が

共生しながら暮らしてきた歴史を学ぶ 
  
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資料７．施設計画の参考資料  

 

 

資料 
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参 考 （仮称）札幌博物館基本計画（案）に対するご意見について 

 

１ 実施概要 

公表資料：（仮称）札幌博物館基本計画（案） 

公表資料：（仮称）札幌博物館基本計画（案）概要版 

募集期間：平成２７年２月１６日（月）～平成２７年３月１７日（火）（３０日間） 

資料の配布場所： 

・札幌市博物館活動センター 

・観光文化局文化部市民文化課 

・総務局行政部行政情報課（市政刊行物コーナー） 

・各区役所市民部総務企画課広聴係 

・各区まちづくりセンター 

・ホームページ：「（仮称）札幌博物館基本計画」（札幌市公式ホームページ内） 

       http://www.city.sapporo.jp/museum/outline/kihonkeikaku.html 

募集方法：持参、郵送、ファックス、電子メール 

 

 

２ ご意見の内訳 

意見者区分：個人３９名 

提出方法分類 

分   類 人 数 

 持参 ３名 

 郵送 ４名 

 ファックス 2 名 

 電子メール 30 名 

合   計 ３９名 
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意見分類 

分    類 件  数 

序章  １件 

第 1 章 札幌博物館の使命 ６件 

 １-２ 急激な社会環境の変化～社会的背景～ 1 件 

 １-３ 札幌博物館の使命 5 件 

第２章 札幌博物館の基本テーマと対象領域 6 件 

 ２-１ 札幌博物館の基本テーマ 1 件 

 ２-２ 札幌博物館の対象領域 5 件 

第３章 事業活動計画 33 件 

 ３-１ 事業活動の考え方 3 件 

 ３-２ 事業活動の構造 3 件 

 ３-３ 活動拠点（コア）における事業展開 24 件 

 ３-４ ネットワーク型ミュージアムの仕組み 3 件 

第４章 施設計画 35 件 

 ４-１ 札幌博物館の候補地 21 件 

 ４-２ 札幌博物館の諸室整備 14 件 

第５章 運営計画 20 件 

 ５-１ 運営方式の考え方 8 件 

 ５-２ 柔軟かつ開かれた運営体制 8 件 

 ５-３ 誰もが気軽に利用できる開館形態 4 件 

第６章 整備推進方針 3 件 

 ６-１ 市民みんなで考え、つくる 1 件 

 ６-３ 実現に向けて 2 件 

資料編  2 件 

その他の意見 16 件 

 計画全般に関すること 16 件 

合    計 122 件 

 ※ １人で複数の意見がある場合は、それぞれ１件として集計しています。 
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３ ご意見の概要と札幌市の考え方 

序章　これまでの経緯　（1件）

No. 該当箇所 意見の概要 札幌市の考え方

1
序章

1
P1

　財政事情はあるにせよ、博物館構想から20年以上たっても博物
館の整備が実現されていないのは残念。開拓記念館拡充や北大
総合博物館改修などが行われているが、札幌市は遅れている。

　平成13年にソフト重視の博物館活動を先行して実施することに
なり、博物館活動センターを開設しました。それ以来、ここまで資
料の収集や調査・研究が進み、さらに様々な普及・交流事業を実
施していくことで、そのノウハウが蓄積され、博物館整備に向けた
実績が着実に積み重ねられてきたと認識しております。
　今後も、札幌博物館整備に向けて、様々な検討を進めていきた
いと考えております。

第１章　札幌博物館の使命　（6件）

No. 該当箇所 意見の概要 札幌市の考え方

2
第1章
2（3）
P7

　序章から第2章については、イメージしやすく方向性を理解する
ことができた。
　ただ、気になるのは、教育目的のほかに、文化や観光の役割を
持った公立博物館が増えている状況と本文に記載があるが、観
光客誘致のための博物館に成らないようにしてほしい。札幌博物
館の視点とそのバランスは如何ほどか。
　余談だが、ドイツで小さいが充実した博物館に行ってきた。海外
から来る人たちのためにパンフレットを作る経費があるなら、地域
の人達に良い情報を提供すると言い切り、その博物館の使命と視
点をはっきり見ることができた。

　本計画においては、札幌博物館を社会教育施設として、市民
の生涯を通した学習の場にすることに軸足を置きつつ、同時に、
観光資源としての役割を果たしていくことも想定しております。そ
れぞれの役割については留意しながら、運営していく必要がある
と考えております。

3
第1章

3
P8

　札幌博物館には、学芸員のみならず、ボランティアをはじめ有
志が必要になるはずなので、そういった人材の発掘方法や将来
の札幌を担う科学少年の育成プランが計画に盛り込まれれば、よ
り計画の魅力が増すのではないか。長く市民や旅行者に愛され
る博物館にするためにも、科学少年の育成⇒有志スタッフ発掘⇒
スタッフ教育⇒潤沢なスタッフによる充実した運営と発展という流
れを作るべき。

　札幌博物館では、使命の一つに「創造性あふれる人材の育成」
を挙げており、市民による自主的な博物館活動を支援し、札幌の
魅力を高めていけるような人材を育成することを目指しておりま
す。
　今後は、いただいた御意見も参考とさせていただきながら、ボラ
ンティアや子どもをはじめとする人材育成についても検討していき
たいと考えております。

4
第1章

3
P8～9

　本計画における３つの使命に共感しており、特に「創造性あふ
れる人材の育成」については、市民が札幌の自然や歴史・文化
に関心を持つ契機として、また、自主的な活動を活性化する意味
で、最も重要な使命と考える。

　「創造性あふれる人材を育成」するためには、札幌博物館を市
民の知的好奇心を満たす出会いと交流の場にしていくとともに、
活動の場を札幌博物館のみならず、関係機関などへと広げてい
く必要があると考えております。
　そのために必要となる具体的な展示内容や事業などについて、
今後さらに検討を進めます。

5
第1章

3
P8～9

　札幌市のように約200万人が住む大都市で、近郊にはヒグマ・
エゾシカなど野生動物が生息し、豊平川にはサケが遡上する自
然環境がある地域は、世界的に見ても稀で、さらに、年間５ｍの
積雪がありながら都市の基本機能を損なうことはほとんどないな
ど、自然との共生システムは、大きな観光資源としてもっと世界に
発信してもよいのではないか。
　札幌博物館は、自然史系博物館として、世界的にみて貴重な
札幌の自然環境や自然と人の共生について学術的に示すととも
に、その自然を後世に伝承する人材育成の拠点としての使命を
持ってもらいたいと期待している。

　御指摘いただいた点は、札幌の独自性を示す特徴の一つと認
識しており、札幌博物館では、さらに札幌の自然とその独自性に
ついて学術的な解明を深めながら、その成果を未来に継承し、
創造性あふれる人材の育成にも役立てていきたいと考えておりま
す。

6
第1章

3
P8～9

　創造都市宣言をした札幌市としては、これから創られる博物館
も新たな価値創造の場であって欲しいと思っている、街がにぎわ
い、観光・経済の発展、教育的視点を併せ持つ、アジア全域や
全世界に目を向けたポジティブなテーマパークのイメージが必要
であると思い、早急に具体化・検討することを提言する。

　札幌博物館は、活力ある地域づくりに寄与する活動拠点とし
て、また、札幌の魅力を発信し、にぎわいを創出する観光資源と
しての役割を果たしていく必要があると考えております。
　今後は、いただいた御意見も参考に、新たな価値を創造し、観
光に寄与できる博物館になるよう、様々な検討をしていきます。

7
第1章

3
P8～9

　動植物はしっかりと次の世代にバトンをわたしているのに人間だ
けがそのことに気付いていない。博物館は世代の枠を超えて、ハ
ラハラドキドキのリフレッシュできる場であって欲しい。

　本計画では、札幌博物館を、多くの市民が出会い、様々な情報
や刺激を受ける場としていく必要があると考えており、いただいた
御意見についても参考とさせていただきます。

２．急速な社会環境の変化～社会的背景～　について（1件）

３．札幌博物館の使命　について（5件）
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第２章　札幌博物館の基本テーマと対象領域　（6件）

No. 該当箇所 意見の概要 札幌市の考え方

8
第2章

1
P11

　本テーマ「北・その自然と人」は、自然環境の保全が叫ばれて
いる今日、豊かな自然が残る札幌が目指す博物館のテーマとし
てふさわしいと思う。

　大規模な自然災害などにより、市民の自然に対する関心はます
ます高まってきていることから、本テーマに基づきながら、市民の
皆様とともに、札幌の自然・歴史・文化などについて、その独自性
を明らかにしていきたいと考えております。

9
第2章

2
P12

　札幌博物館が北海道博物館、北大総合博物館と役割分担が
異なる旨明記されており、さらに新たな博物館が必要かという懸
念が払拭された内容になっていると感じた。

10
第2章

2
P12

　来館者を飽きさせない、面白い博物館にするために、北海道博
物館や北大総合博物館と異なる事業展開を行う必要があると考
える。

11
第2章

2
P12

　北海道博物館との違いを明確にし、札幌博物館は自然史をメイ
ンとした博物館であることを積極的にアピールすべきである。
　特に、博物館にそこまで関心がない人向けに広報活動や出前
授業等の一層の充実が必要である。

　札幌は地球規模で見ると中緯度にあり、寒冷な環境と温暖な環
境それぞれに適応した生物が共存するなど、様々な独自性を持
つ都市であることから、札幌博物館においては、北海道博物館と
は異なり、自然史という視点から、札幌の魅力をアピールしていく
博物館にしていきたいと考えております。
　また、広報活動や出前授業等についても、いただいた御意見を
参考にしながら、様々な取り組みについて検討していきます。

12
第2章

2
P12

　東京国立博物館、国立科学博物館、江戸東京博物館と比べる
と、札幌博物館は国立科学博物館に近い位置付けと思われる。
長く愛される博物館とするためにも、北海道博物館との明確な棲
み分けをし、科学博物館としてのカラーを強調すべき。

　国立科学博物館は、自然史及び科学技術史に関する中核的
研究機関でありますが、札幌博物館は自然史の視点から札幌の
自然・歴史・文化について調査・研究などを行っていく博物館を
目指しております。
　また、北海道博物館が「人間史の博物館」を特徴にしているの
に対し、札幌博物館は「自然史系博物館」であることなど、異なっ
た特徴を持つ博物館であると考えておりますが、今後も相互に協
議を行い、さらに明確に棲み分けをしていきたいと考えておりま
す。

13
第2章

2
P12

　大きな都市には博物館があり、その都市のことが大体わかる。
　札幌博物館は、自然環境、歴史、市内の他博物館等など一カ
所で判ると、札幌市の顔として存在する意義があり、子どもからお
年寄りまでに知識を与えることができる。
　市内には各所には、小さな記念館や資料館が点在しているが、
どこも細々と有志の力で維持しているのが現状であり、熱心な支
え手がいなくなると資料の散逸も避けられない。
　札幌博物館には、自然科学系だけでなく、人文系の資料も預か
る受け皿となってもらいたい。

　札幌博物館では、自然史の視点から札幌の自然・歴史・文化を
明らかにし、市民が札幌の独自性を総合的に学ぶことができる場
にしていきたいと考えております。
　今後は、いただいた御意見を参考とさせていただきながら、記
念館や資料館などの地域の歴史や文化、資料の保管方法に関
する助言や様々なサポートなどについて検討していきたいと考え
ております。

１．札幌博物館の基本テーマ　について（1件）

２．札幌博物館の対象領域　について（5件）

　札幌博物館を整備していく上では、既存の北海道大学総合博
物館と北海道博物館と明確に差別化していく必要があると考えて
おります。
　したがいまして、対象領域や特徴に加え、展示や事業内容など
を工夫していくことで、他館との差別化を図れるよう、今後も検討
を進めていきたいと考えております。
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第３章　事業活動計画　（33件）

No. 該当箇所 意見の概要 札幌市の考え方

14
第3章

1
P13

　札幌市は、雪を克服して通常の経済活動を営む、世界的にも例
を見ない大都市であることから、創造都市さっぽろの博物館では、
雪をテーマとした「雪・ミュージアム」で、アートと自然科学を融合
すべきである。

　札幌市は積雪地域における稀有な大都市であることから、雪は
札幌の独自性を示す重要な要素であると認識しております。
　博物館活動センターでは、市民や民間の団体と共催し雪を
テーマに様々な事業を実施してきた実績もあり、札幌博物館の事
業活動を考えていく上で、雪をテーマとして各施設等と連携し、
企画やプログラムを展開していくことも可能であると考えておりま
す。
　具体的な事業内容につきましては、いただいた御意見も参考と
させていただきながら、今後検討していきたいと考えております。

15
第3章

1
P13

　博物館を中心とした札幌市の発展を目指すためには、市民参
画が必要であり、地域コミュニティーやソーシャルキャピタルを生
み出す仕組みづくりをしてほしい。
〔※ソーシャルキャピタル…地域における人々の信頼関係や結び
つきのこと〕

　本計画では、人とつながり、街にひろがるネットワーク型ミュージ
アムをコンセプトとしており、札幌博物館で生まれたグループや個
人の活動を積極的に支援することにより、グループや個人が市内
各地で多彩な活動を展開し、さらに、新たなネットワークを構築す
ることで、活動が地域に根差していく仕組みづくりについて、今後
検討していきたいと考えております。

16
第3章
1～3

P13～16

　札幌博物館の特色を出そうとしていることは感じられるが、北大
総合博物館も自然史系展示が充実しているため、違いや差別化
の出し方が難しそうに感じ、同じような展示内容にならないか心
配している。

　北大総合博物館においても自然史系の展示は充実しておりま
すが、大学開学以来の研究者の研究成果の保管と活用が目的
であり、一定の地域を対象に、総合的な観点から展示しているも
のではありません。
　具体的な展示内容については、今後検討していきますが、北大
総合博物館との差別化については、十分に意識していきたいと
考えております。

17
第3章

2
P13

　他施設との連携は重要であり、北大植物園、札幌管区気象台と
も連携してはどうか。

　本計画では、博物館活動を札幌博物館の中だけで完結させ
ず、様々な関係機関との連携強化により、博物館活動を札幌の
街全体へ広げていきたいと考えております。
　いただいた御意見も参考とさせていただき、御指摘の機関との
連携についても検討していきたいと考えております。

18
第3章

2
P13

　西岡公園を中心に自然観察を楽しんでいるのだが、西岡公園
は月寒丘陵の自然を保ち、貴重な自然林と湿原が観察できる場
所で、博物館使命と共通の使命を持っていると思う。そのため、市
街地にある博物館ではスペースなど制約が考えられることから、
西岡公園を博物館野外展示・研究実験エリアに位置付けて連携
を強める体制を基本計画に加えてほしい。

　本計画では、博物館活動を札幌博物館の中だけで完結させ
ず、様々な「つながり起点(サテライト)」関係機関との連携強化に
より、博物館活動を札幌の街全体へ広げていきたいと考えており
ます。
　西岡公園につきましても、「つながり起点」のひとつとして重要な
拠点であると考えており、今後どのような活動を展開していくのか
について検討をしていきたいと考えております。

19
第3章

2
P13

　考古分野は、札幌市埋蔵文化財センターに一任するのか。どう
せなら１か所に集めた方がよい。

　札幌市埋蔵文化財センターで収集・保管している資料は、札幌
の歴史を語る上で、重要であると認識しており、今後、札幌博物
館と札幌市埋蔵文化財センターとの関係性やそれらのあり方など
について、いただいた御意見も参考とさせていただきながら、検
討していく必要があると考えております。

20
第3章

3
Ｐ14～20

　 札幌博物館の事業展開を３つのコンセプトに分けており、いず
れも重要なコンセプトと考える。そのうち、ハード面と思える展示
事業は５つのテーマの沿って素晴らしいものになることを期待して
いる。また、ソフト面と言える多様な講座や体験事業、市民企画展
事業などについては、博物館活動にとって最も重要であり、規制
にとらわれることなく、自由な発想と様々な工夫のもとでの展開を
期待している。

21
第3章

3
Ｐ14～20

　 講座や体験事業は、様々なジャンルを用意し、市民が自由に
参加できるよう、定期的、常設的に開催することが望ましい。ま
た、講師についても学芸員ばかりではなく、市民を活用すること
も、市民の主体性誘導には必要と考える。
　 なお、市民は非日常的体験の講座に関心を寄せることが多く、
体験メニューのある講座を企画する努力が必要と考える。

２．事業活動の構造　について（3件）

３．活動拠点（コア）における事業展開　について（24件）

　 札幌博物館では、様々な講座や体験事業などにより、市民が
身近な自然に目を向け、博物館活動が市民に浸透していくような
事業展開を目指しております。
　具体的な事業展開につきましては、本計画策定後、いただいた
御意見なども参考にさせていただきながら、さらに検討を進めて
いきます。

１．事業活動の考え方　について（3件）
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No. 該当箇所 意見の概要 札幌市の考え方

22 第3章
　生活居住地域に隣接している藻岩山原生林について、展示す
る価値があると思う。

　国の天然記念物でもある藻岩原始林・円山原始林について
は、札幌の独自性を構成する資産の一つとして重要であると考え
ており、これまでも博物館活動センターで植生及び動物生態の
調査を行い、今後も、継続的に調査を実施していきたいと考えて
おります。
　なお、具体的な展示内容については、本計画策定後、いただ
いた御意見も踏まえ、検討を進めていきたいと考えております。

23 第3章

　計画書の中で、自然と人類の共生を謳う以上、緑被率や地下
水脈、河川等の都市化に伴う現状をきちんと説明することは必
要。
　市街地の緑被率に関しては、全国での最低レベルです。
　観光客の誘致等の絡みで、受けはよくないでしょうが、これもま
た札幌の現実です。

　本市の緑被率を含む植生、地下水脈、河川等については、さっ
ぽろの自然景観の形成やさっぽろの形成史に関連する重要な要
素と考えていることから、具体的な展示内容について、検討を進
めていきたいと考えております。

24 第3章

　厳しい財政事情を考慮すると、目玉となるような展示品の購入
は厳しいと思うので、展示方法など工夫するために、関係者だけ
ではなく、その道のプロに依頼することも検討する必要があると考
える。

　今後、限られた財源の中で、札幌ならではの魅力を最も効果的
に伝える展示内容になるよう検討していきたいと考えております。

25 第3章
　バーチャルミュージアムとしての立ち位置で、展示には所蔵品
に限らず、実物借用や仮想ＣＧなどを積極的に検討してはどう
か。

　札幌博物館では、札幌の自然を実感してもらえるような、実物
大の標本など、「本物」の迫力や質感にこだわった展示を考えて
おります。
　具体的な展示については、いただいた御意見も参考にさせて
いただきながら、検討を進めていきたいと考えております。

26 第3章
　エントランス展示については、予算などの制約にとらわれること
なく、理想どおりに実現して欲しい。

　エントランス展示については、来館者が思わず足を止めてしまう
ような展示構成にしていきたいと考えておりますが、具体的な展
示内容につきましては、いただいた御意見なども参考にさせてい
ただきながら、さらに検討を進めていきたいと考えております。

27
第3章
3(1)②
P15

　さっぽろの自然景観の形成についてアニメーションで紹介する
際には、科学的に丁寧に説明する内容にしてもらいたい。

28
第3章
3(1)②
P15

　計画案のサブテーマ２「札幌の生命と生物の進化」では、「人類
に繋がる脊椎動物の進化」をメインとして、先カンブリア時代から
第四紀までの主要な古生物各種、特に恐竜などの古脊椎動物の
化石標本を多数展示して欲しい。

29
第3章
3(1)②
P15

　利用者への訴求手段として、主要な展示物を、人気が高い巨
大恐竜など大型爬虫類の全身骨格標本にすると良い。

30
第3章
3(1)②
P16

　収蔵展示（ミドルヤード展示）の解説の中にある「リアルタイム」
の意味がわかりにくいと感じる。

　本計画では、「リアルタイム」とは、新たに採取された標本を随時
追加していく、という意味で使っておりますが、いただいた御意見
を踏まえ、以下のように修正します。
　⇒【本文修正 16ページ】
　『収蔵展示（ミドルヤード展示）』『（中略）札幌の自然の現況と生
物多様性がリアルタイムで実感できるものにします。』を『（中略）
札幌の自然の現況と生物多様性が実感できるものにします。』に
修正します。

31
第3章
3(1)②
P14

　生きる上では、自然の仕組みを子どものころから学ぶことが必要
であり、学校教育だけでは不足すると思われる自然の仕組みを学
べる場として博物館に期待している。特に、日本は地震・火山列
島であり、自然とエネルギーの関わりについて学べる施設にして
もらいたい。

　札幌博物館を整備することにより、子どもから大人まで幅広い世
代が、札幌を中心に自然の仕組みを学ぶことが可能になります。
　具体的な展示内容については、いただいた御意見も踏まえ、今
後検討を進めていきたいと考えております。

　本計画に掲載している展示構成については、札幌の独自性を
紹介するものとして、現時点で想定している一例として挙げたもの
です。
　具体的な展示内容については、本計画策定後、今回いただい
た御意見なども参考にさせていただきながら、検討していきたいと
考えております。
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No. 該当箇所 意見の概要 札幌市の考え方

32
第3章
3(1)②

P14～16

　「市民とともに札幌の自然・歴史・文化の独自性を明らかにして
いく」とあるが、展示内容の中に「歴史」・「文化」が入っていないよ
うに見える。
　市民をはじめ、他都市等からの観光で札幌を訪ねてくる方に対
し、自然史系だけの博物館で満足してもらえると考えているのか。
自然史系だけでなく「歴史」や「文化」を含めた総合博物館の建
設を望む。

33
第3章
3(1)②

P14～16

　サブテーマ５「さっぽろの形成史」は、まちづくりに焦点を当てた
もので、自然史博物館で取り上げる必要性があるか疑問。「まち
の形成」や「歴史」「人物」の詳細に関しては、札幌市資料館に譲
るべきと考える。
　サブテーマに関しては、資料収集の方向性とも合わせて内容を
精査した方が良いと思う。

34
第3章
3(1)②

P15～16

　札幌市南区の中新統砥山層からはカイギュウなどの大型動物
化石の他に新第三紀の花粉化石群も産出しており、植物化石群
の変遷を理解するのに役立つ。
　高校地学では植生の変遷や石炭に触れていることから、植物
化石や微化石を使って現在の植生が形成されるまでの過程と植
物化石群の変遷を扱った展示があると、教育内容の関連付けもで
きると考える。

　本計画に掲載している展示構成については、札幌の独自性を
紹介するものとして、現時点で想定している一例として挙げたもの
です。
　具体的な展示内容については、本計画策定後、今回いただい
た御意見なども参考にさせていただきながら、検討していきたいと
考えております。

35
第3章
3(1)②

P14～16

　札幌博物館では札幌市付近の自然を扱う以上、近年市民の自
然災害や防災への関心が高まっていることから、ハザードマップと
関連させて、洪水災害や土砂災害に見舞われそうな地域のジオ
ラマなど二次資料を展示してはどうか。
　また、札幌市には「月寒断層」が存在するといわれており、これ
に関連した展示があっても良いと思う。

　札幌の自然景観や環境は、過去の自然現象の蓄積により形成
されたものと認識しております。
　札幌博物館では、今後も、過去の自然現象に関する資料の収
集・保存、調査・研究を行い、その成果を発信・活用することが重
要となると考えており、いただいた御意見も参考とし、地域の身近
な課題などに関連した展示についても検討していきます。

36
第3章
3(1)②

P14～16

　５つのサブテーマが交錯し、内容が類似していて非常にわかり
にくい。過去から現在、さらに未来に向けての課題のように時系
列を辿った方が理解しやすいと思う。

　本計画に掲載している展示構成は、大きく過去から現在へと時
系列になるような展開を想定しておりますが、今後、具体的な展
示内容について、今回いただいた御意見なども参考にさらに整
理した上で、より分かりやすい展示となるように検討していきたい
と考えております。

37
第3章
3(1)②

P14～16

　札幌の形成史では、『札幌の原風景』と言える明治初期をジオ
ラマやＣＧ等で再現してはどうか。

　札幌の原風景を再現することは、札幌の形成をわかりやすく伝
える方法のひとつであると認識しておりますが、具体的な展示内
容については、いただいた御意見も参考にさせていただきなが
ら、検討を進めていきたいと考えております。

38
第3章
3(2)
P18

　各区の各地域には、資料収集に協力できる施設や地元の歴史
を研究されている方がいるので、その方々の生の声を聞いたり、
資料提供を求めてはどうか。

　各地域において、地元の歴史を研究する施設や機関、人々か
らの生の情報は重要であると考えております。
　いただいた御意見を参考とさせていただきながら、地域の人材
や資料の活用方法について、検討していきたいと考えておりま
す。

39
第3章
3(3)
P19

　 つながり創出事業の「つながり」という言葉や「活動を街に広げ
る」などの耳触りのよい言葉が並んでいるが、「つながり」が本質
的な目的だと言えるのか。

　札幌博物館では、市民が博物館活動に参加することで、人やグ
ループとの接点が生まれ、そのつながりから新たな事業や企画が
生み出されるような好循環が、街のいたるところで展開されること
を目指しており、事業活動の柱のひとつと考えております。

40
第3章
3(1)②

P14～16

　札幌市付近は、夏緑樹林と針葉樹林の両方を見ることができ
る、生物群系の移行帯であり、札幌の植生の興味深さを示す展
示が必要である。
　高等学校の「生物基礎」では、生物群系(バイオーム)や植生の
遷移を扱っており、多くの高校生が履行しているが、新教育課程
では生物以外の理科教員も教壇に立つことがあり、その意義が十
分に伝えられていないこともあるようだ。博物館で展示・企画・教
育を行うことに大きな意義があると思う。

　御指摘いただいた事項は、札幌の自然における独自性の一つ
であると認識しており、本計画の使命や役割としてふさわしい内
容と考えます。
　また、学校教育において博物館をより有意義に活用していただ
くための方策については、本計画策定後、今回いただいた御意
見なども参考にさせていただきながら検討していきたいと考えて
おります。

41
第3章
3(2)
P18

　①収集・保存、②調査・研究では、偏った地域の資料収集や調
査・研究にならないように空間的にバランスの良い資料集めをし
て欲しい。また、札幌周辺の小中高と連携し、自然教育から一歩
踏み込んだ授業などの機能を担ったり、継続的調査ができる体制
を整える必要があると思う。また、③成果の発信・活用では、博物
館紀要を発行し、一般市民の調査研究が発表できる場を設けて
欲しい。

　本計画においては、地域課題解決事業として、札幌の過去から
現在までの資料を幅広く収集・保存し、調査・研究を行うことで、
市民とともに自然と人の関わりを明らかにしていくことを目指して
おります。
　また、その成果の発信や活用につきましても、いただいた御意
見を参考とさせていただきながら、市民の調査・研究の場の提供
について検討をしていきたいと考えております。
　なお、学校教育において札幌博物館をより有意義に活用してい
ただくための方策につきましても、今後検討を進めていきます。

　札幌の歴史や人にも自然や環境が深く関わっていることから、
札幌の歴史や文化について、サブテーマ展示のうち、（4）さっぽ
ろの交流史、（5）さっぽろの形成史―において、自然史の視点か
ら触れていくことは必要であると考えております。
　具体的な展示内容については、今後さらに検討を進めていきま
す。
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No. 該当箇所 意見の概要 札幌市の考え方

42
第3章
3(3)
P19

　高等学校は小中学校と違って博物館を利用することが少ないと
思うので、高等学校も博物館を利用しやすいように展示充実の
他、学習内容の単元ごとに貸出標本セットを用意したらどうか。

　本計画では、博物館活動を札幌博物館の中だけで完結させ
ず、高等学校を含む様々な関係機関との連携強化により、博物
館活動を札幌の街全体へ広げていきたいと考えております。
　高等学校の博物館利用の促進については、いただいた御意見
を参考とさせていただきながら、学校教育において札幌博物館を
有意義に活用していただくための方策について、今後検討して
いきたいと考えております。

43
第3章
3(3)
P19

　近隣の小学校等と連携し、博物館を利用した授業を積極的に
行い、今後の博物館の学校利用の道筋を作ってはどうか。
　博物館の展示や解説を通し、子どもたちが札幌に興味や愛着
を持ってくれるような授業が博物館の協力で行えるととても良いと
思う。

　学校教育において札幌博物館を有意義に活用していただくた
めの方策については、今後、いただいた御意見を参考とさせてい
ただきながら、検討していきますが、展示内容や事業展開を工夫
していくことで、多くの学校から愛着を持って利用していただける
博物館としてしていきたいと考えております。

44
第3章
4(2)
P21

　博物館事業に関わる市民に対する支援については、事業など
が円滑に行われるように、博物館と市民の役割分担を明確にし、
博物館として支援できるメニューを明確にしておくことが必要と考
える。

　 博物館活動をされる市民やグループに対する支援について
は、いただいた御意見の趣旨も踏まえた上で、市民が街全体で
博物館活動を展開しやすくなるような支援メニューについて、さら
に検討を進めていきたいと考えております。

45
第3章

4
P21

　この計画に示される「ネットワーク型ミュージアム」は、今後地域
の博物館のモデルになると思う。今まで博物館などの公共施設
は、その施設だけで、完結していたが、それでは活動に限界があ
り、市内の博物館相当施設や体験活動ができる施設、研究機関
などをネットワークすることで、札幌という地域を面として活用でき
る、地域活性モデルの構築が期待される。

　札幌の自然・歴史・文化など、その独自性を明らかにしていくた
めには、札幌博物館における、調査・研究などに加え、関係機関
や人と人のグループとの関わり、ネットワークが不可欠であると考
えております。
　今後は、いただいた御意見にあるような地域活性のモデルと
なっていくよう、ネットワーク型ミュージアムの展開について、さら
に検討していきます。

46
第3章

4
P21

　第3章以降は、札幌博物館の建物が完成した後の活動方針の
様に見受けられるが、「人とつながり、街にひろがる　札幌の未来
に貢献する」博物館を実現するためには、“人”の介在なくしては
成立しないと考える。そのため、人と人を結びつける仕掛けづくり
が、いち早く取り組むべき課題と考える。そのための人的資源の
有効活用を提案する。

　本市においては、博物館の開設に向けた準備として、平成13
年に博物館活動センターを開設。以来、市民とともに収集・調査
などの活動を展開し、人と人を結びつける仕掛けづくりに取り組ん
できました。
　今後も、「人とつながり、街にひろがる、札幌の未来に貢献す
る」博物館を実現するため、人材育成など、人的資源の有効活用
について、十分に意識していきたいと考えております。

４．ネットワーク型ミュージアムの仕組み　について（3件）
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第４章　施設計画　（35件）

No. 該当箇所 意見の概要 札幌市の考え方

47
第4章

1
P23

　博物館候補地については、地下鉄西11丁目駅に近い、この立
地は極めて適切であり、この候補地での設置が実現されるよう強
く希望する。

48
第4章

1
P23

　博物館候補地については、本計画の案が総合的な視点から最
良と考え、賛成する。

49
第4章

1
P23

　博物館候補地については、北大植物園や大通公園、円山公園
など自然に触れる場所が近くにあり、市民のアクセスに最高の場
所と考えるので、大賛成。欲を言えば、もう少し広い敷地であれ
ば、なお良い。

50
第4章

1
P23

　博物館の立地条件としては、交通アクセスの良い都心にあるこ
とを優先してほしい。

51
第4章

1
P23

　博物館の候補地である「さっぽろ芸術文化の館」の跡地は、交
通量が多く、「北・その自然と人」の基本テーマに相応しくないた
め反対する。
　北１条西12丁目街区（さっぽろ芸術文化の館）周辺は、観光都
市札幌の今後の中核を担うMICE戦略の中で最重要エリアであ
り、コンベンション施設が最も相応しいと考える。
　博物館については、自然をメインテーマに据え、人やネットワー
ク機能、市民や観光客の集客性、周辺文化施設との親和性など
の観点から、中島公園が最適地だと思う。中島公園であれば、市
電乗車率の向上や中島公園駅の利用客増加につながり、公共
交通の需要喚起も見込むことができると考える。

52
第4章

1
P23

博物館候補地の北１条西12丁目街区が最適と思わない。もっと
郊外の方が良いと考える。

53
第4章

1
P23

　市の中心部には、北海道大学総合博物館や植物園内にも博物
館があり、市民が博物館を必要としているとは思えない。
　市の中心部は、交通の便が良いため、多くの人が必要としてい
る施設を作るべきと考える。

54
第4章

1
P23

　この計画は、場所ありきの計画で、「さっぽろ芸術文化の館」跡
地に博物館でも作るかとしか考えられない。
　博物館候補地である北1条西12丁目街区には、中央区役所を
移転して欲しい。

55
第4章

1
P23

　博物館の候補地として、新さっぽろ地区のまちづくり計画地域へ
の設置を提案する。市住跡地が広大にあり、文教ゾーンもある。さ
らに青少年科学館や水族館、開拓の村、森林公園や各学校があ
り、これらと連携することで、子どもの学習の場として相乗効果が
期待され、修学旅行も呼べる。交通の便もよく、近隣市町からも来
館しやすいなど自然史系博物館にふさわしい。博物館施設単体
で人を呼ぶ時代ではない。
　また、現在の博物館候補地は、エリアとして学会等で使いやす
い環境であり、コンベンション等を視野に高度利用すべき。

56
第4章

1
P23

　博物館の場所は、都心部でなく郊外にして、郊外の活性化を図
るべきである。

１．札幌博物館の候補地　について（21件）

　 博物館の候補地については、市民の利便性や観光客の周遊
のしやすさに最も重点を置き、市民による様々な活動が街全体に
広がることによる、街の活性化やにぎわい創出などの効果を見込
んで候補地として位置付けたところです。それに加え、館のテー
マを実感できる場所や、一定の広さを確保できることなども考慮し
ております。
　 今後は、いただいた御意見も踏まえた上で、さらに都心全体の
土地利用や「北1条西12丁目街区」の活用方法などについて、全
市的な視点も含めて議論を重ねていくことで、最終的な博物館の
立地場所を確定していきたいと考えております。
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No. 該当箇所 意見の概要 札幌市の考え方

57
第4章

1
P23

　博物館のコンセプトが極めて不明確であり、都心部に立地する
ことも理解できないことから、計画案に反対する。
　札幌の自然がテーマであるなら、芸術の森や青少年科学館と
連携し、郊外を活性化する方が良い。もっと議論を深め、市民意
見を聴き、再考を願う。

58
第4章

1
P23

　博物館を旧厚生年金会館の場所につくるのは絶対に反対で、
他の地域で良いと思う。
　中央区は人口増加しており、区民のための土地が空いていな
いため、北１条西12丁目は中央区のための施設の設置を望む。

59
第4章

1
P23

　博物館は、絶対反対。
　なぜ北1条西12丁目街区につくらなければならないのか。

60
第4章

1
P23

　札幌博物館建設については、反対する。
　北1条西12丁目街区については、大型避難場所として中央区
民センターなどの建設をするべき。

61
第4章

1
P23

　ニトリ文化ホール跡地への博物館建設は反対する。
　理由として、①博物館活動センターの見学者が減少しているこ
とから、開館時に一時的に見学者が増えても数年後に減少する
ことが予想されることや、②芸術の森のように郊外に建てた方が、
札幌の成り立ちた形状を実際に見ることができ、落ち着いた環境
で見学できる。③中央区は他区と違い、全市の中核施設などが
多く、地域のための施設が少ない。特に桑園地区などは、年々人
口が増え、幼稚園や学校などの施設が不足すると思われる―な
どの観点から、博物館は郊外に建設すべきと考える。

62
第4章

1
P23

　ニトリホール跡地には、コンベンション的な複合施設を望む。博
物館は郊外でも十分やっていける。
　中央区には、ちえりあ的なコミュニティを目的とした施設がない
ので、そういった施設でも良いと思う。

63
第4章

1
P23

　札幌博物館は街中にあることが重要と考えるので、今の案で進
めて欲しい。
　郊外という案もあると思うが、思うように集客できない可能性があ
る。

64
第4章

1
P23

　博物館の候補地として、さっぽろ芸術文化の館の場所は絶対に
反対する。交通量のある場所であり、その場所までの道のりが好
ましくない。
　候補地の希望としては、「ユースの森」や「札幌市資料館」が良
いと思う。

65
第4章

1
P23

　博物館が「北1西９」にできれば理想的だが、博物館開設に年
数がかかるようであれば、南区真駒内には、大きな文化施設がな
く、小学校が統合された跡地利用も考えられることから、真駒内
地区に展示室を開設してはどうか。

66
第4章

1
P23

　博物館候補地は、さっぽろ芸術文化の館跡地は反対で、青少
年科学館の近くがいい。

67
第4章

1
P23

　博物館計画は夢のある内容であるが、博物館候補地と時期が
不可解である。
　博物館候補地の「さっぽろ芸術文化の館」は周辺の施設と併せ
てコンベンション会場として使われている現状があり、将来閉館さ
れ博物館になることは、国際都市さっぽろとしてコンベンション機
能を損なうことは不利益と考える。また、耐震上の閉館であれば、
博物館より中央区役所の移転・建て替え等を早急に検討して頂き
たい。

【再掲】
　 博物館の候補地については、市民の利便性や観光客の周遊
のしやすさに最も重点を置き、市民による様々な活動が街全体に
広がることによる、街の活性化やにぎわい創出などの効果を見込
んで候補地として位置付けたところです。それに加え、館のテー
マを実感できる場所や、一定の広さを確保できることなども考慮し
ております。
　 今後は、いただいた御意見も踏まえた上で、さらに都心全体の
土地利用や「北1条西12丁目街区」の活用方法などについて、全
市的な視点も含めて議論を重ねていくことで、最終的な博物館の
立地場所を確定していきたいと考えております。
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No. 該当箇所 意見の概要 札幌市の考え方

68
第4章

2
P23～24

 　親子の憩いの場として、またにぎわい創出のため、建物のエン
トランス部分や前庭を利用した活動、イベントを行える広いスペー
スを取ることが必要と考える。

69
第4章

2
P23～24

 　多目的に利用できる市民活動用の部屋をできるだけ多くとるこ
とを期待します。活発な市民活動を促すためにも必要と考えま
す。

70
第4章

2
P23～24

 　博物館の資料が様々な形で活用され、その価値が発揮される
ためには、バックヤードが重要であると考える。十分な広さの収蔵
庫と資料整理設備を備えたバックヤードを整備してもらいたい。ま
た、以上の観点から、ミドルヤード展示に期待している。

 　博物館の標本は、博物館の価値や評価に直結する、市民共
有の財産であり、確実に後世に伝えていかなければならないもの
であることから、その研究や保存を行うバックヤードについても、
重要なものであると認識しております。
　 いただいた御意見も参考にさせていただきながら、今後、バッ
クヤードやミドルヤード展示について検討を進めていきたいと考え
ております。

71
第4章

2
P23～24

　施設の前庭も博物館との視点に立ち、大通公園から入り易い工
夫を施していただきたい。

　 施設整備については、いただいた御意見を参考とさせていた
だきながら、検討していきたいと考えております。

72
第4章

2
P23～24

　自ら学ぶ市民を育成するためには、大学の「ラーニングコモン
ズ」や「アクティブラーニング」の手法を取り入れ、「自ら学ぶ市民」
を育成するための環境整備が必要。

〔※ラーニングコモンズ…複数の学生が集まって、電子情報も印
刷物も含めた様々な情報資源から得られる情報を用いて議論を
進めていく学習スタイルを可能にする「場」を提供するもの。
　※アクティブラーニング…教員による一方向的な講義形式の教
育と異なり、学修者の能動的な学修への参加と取り入れた教授・
学習法の総称〕

　自ら学ぶ市民を育成するためには、市民が多くの出会いによっ
て様々な情報や刺激を得ることが必要であると考えており、札幌
博物館がそのような場となるように、いただいた御意見も参考とさ
せていただきながら、今後人材育成について、どのような支援が
行えるのかについても検討していきたいと考えております。

73
第4章

2
P23～24

　情報弱者（子ども、高齢者、障がい者、外国人）に配慮した情報
伝達と空間づくりを目指して欲しい。

　本計画では、情報伝達の一例として、ユビキタス展示における
多言語対応や、空間づくりの一例として、ユニバーサルデザイン
に配慮した諸室整備を挙げておりますが、子どもや高齢者などの
情報弱者へのきめ細やかな対応につきましては、今後十分に検
討していきたいと考えております。

74
第4章
2、3

P23～25

 　企画展示への要望ですが、大型の展覧会(恐竜展等)を開催・
誘致できるような大規模な展示施設を希望します。

　博物館の諸室や規模につきましては、立地場所や敷地面積な
どにより、その状況も変わってきますが、様々な事業活動を展開し
ていく上で、必要なスペースを確保したいと考えており、いただい
た御意見も参考にさせていただきながら、今後検討を進めていき
たいと考えております。

75
第4章
2①
P24

　展示エリアでは、話題性を目的とした映像メディアの多用を避
け、自らが外へ出て観察や調べたくなるように、実物に触れるよう
な展示をたくさん作って欲しい。
　また、全ての展示に英語(及び中国語)の解説を付ける必要があ
ると思う。

　札幌博物館では、札幌の自然を実感してもらえるような、実物
大の標本など、「本物」の迫力や質感にこだわった展示を考えて
おります。
　具体的な展示については、いただいた御意見も参考にさせて
いただきながら、検討を進めていきます。
　また、多言語対応についても検討をしていきます。

76
第4章
2②
P24

　調査・研究エリアでは、化石クリーニングや標本作製の様子など
研究の裏側を来館者に見える構造にして欲しい。

　化石クリーニングなど日常の博物館活動も、来館者に感動を伝
える重要な要素と考えております。
　いただいた御意見も参考とさせていただきながら、標本作製な
ど研究の裏側を伝えることができる構造について、今後検討して
いきます。

77
第4章
2④
P24

　収集・保存エリアで、将来を見据えて増設スペースを確保する
視点はとても賛同できる。
　普及・交流エリアでは、飲食可能な交流空間を是非とも確保し
てほしいと熱望する。

78
第4章
2③
P24

　博物館で働く職員が、職種に関係なく自由に出入りし、食事・
休憩や歓談することで情報交換できるような空間が休憩室がバッ
クヤードにあると良いと思う。

79
第4章
2③
P24

　 札幌博物館の規模について、理系の研究は文系と比べて設備
が必要となる場合が多いので、各研究に十分な広さが必要と考え
る。

　博物館の諸室や規模につきましては、立地場所や敷地面積な
どにより、その状況も変わってきますが、様々な事業活動を展開し
ていく上で、必要なスペースを確保しつつ、利用者の利便性にも
配慮していきたいと考えており、いただいた御意見も参考にさせ
ていただきながら、今後検討を進めていきたいと考えております。

２．札幌博物館の諸室整備　について（14件）

　博物館の諸室や規模につきましては、立地場所や敷地面積な
どにより、その状況も変わってきますが、様々な事業活動を展開し
ていく上で、必要なスペースを確保したいと考えており、いただい
た御意見も参考にさせていただきながら、今後検討を進めていき
たいと考えております。
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80
第4章
2③
P24

　ミュージアムショップでは、お土産的なものも必要だが、教員が
教材とし使えそうな標本類やガイドブック、子どもたちの自由研究
用教材なども充実させてほしい。

81
第4章
2③
P24

　ミュージアムショップは、キャラクターものに頼らず、お土産屋と
いう側面と同時に、自然観察や調査研究の道具などが揃うような
実用的な機能も果たして欲しいと思う。
　また、ミュージアムグッズについては、博物館好きや雑貨屋、ク
ラフト作家などのアイデアを聞く機会を設けて欲しい。
　カフェは、博物館に興味がない人でもくつろげる空間にして、カ
フェ⇒ミュージアムショップ⇒展示見学の流れのファンを増やす
工夫もしてほしい。

第５章　運営計画　（20件）

No. 該当箇所 意見の概要 札幌市の考え方

82
第5章

1
P26

　運営方式について、経費削減と称して実施されている指定管理
者制度は文化・芸術活動にとっては不適切であり、本計画の実現
に当たっては、直営による運営を強く希望する。

83
第5章

1
P26

　運営方式を直営とするか指定管理者方式とするか難しい選択
だが、施設の健全で良質な維持管理や事業運営の円滑化のた
めには直営方式が良いと考える。
　しかし、展示室の運営管理や事業の企画・実施、市民活動の
調整などは、効率的で自由な発想が期待される指定管理者方式
が適当ではないかと考える。

84
第5章

1
P26

　運営方式について、それぞれのメリット・デメリットを詳しく検討し
た資料を提示して欲しかった。また、札幌から新たな運営方式を
提案できるような議論をして欲しい。
　館内が企業広告だらけになることや、期限付き職員の寄せ集め
施設になることは避けて欲しい。

85
第5章

1
P26

　札幌博物館の運営は、札幌市直轄であるべき。
　独立行政法人化の流れあるが、事務処理量が膨大化し、疲弊
している。博物館本来の「創造的役割を果たす」ことができなくな
る。
　なお、運営の効率化の視点で、多くの博物館が実施しているよ
うな「友の会」導入も検討すべき。

86
第5章

1
P26

　運営方式の考え方について、今は金が余っている時代ではな
く、予算の制約があるだろうから、知恵を絞って作りだしていく事
に意義があると思う。

87
第5章

1
P26

　運営方式については、「指定管理者制度」以外が望ましいと思
う。指定管理者制度は、非正規職員の割合が高くなりがちで、指
定管理者が変わることで正規職員の雇用も不安定になる可能性
があり、長期的な運営を考えると問題が多い。

88
第5章

1
P26

　経費節減だけ考えて指定管理者に丸投げするのは、良い施
設、良い運営にならないと思う。

89
第5章

1
P26～27

　多くの公共施設に導入されている指定管理者制度は、4年程度
で契約更新があることから、雇用不安定で、優秀な人材を育てる
ことに困難な状況を作り出している。
　札幌博物館の本体機能は直営とし、専門性の観点から学芸員
と、また博物館機能を最大限発揮する観点からコーディネーター
は札幌市職員として直接雇用し、マネージメントを行う必要がある
と考える。
　また、教育普及部門については、指定管理者制度導入の余地
を残して施設機能の活性化を図るよう提案したい。

　ミュージアムショップで取扱う商品につきましては、学術的背景
を適切に反映したものであることを基本としたいと考えており、いた
だいた御意見を参考にさせていただきながら、他の博物館等の
状況なども踏まえて、その内容や種類について検討していきたい
と考えております。
　また、カフェにつきましては、いただいた御意見も今後検討して
いきたいと考えております。

１．運営方式の考え方　について（8件）

　運営方式につきましては、「直営方式」や「指定管理者方式」、
「地方独立行政法人化」における、それぞれの長所・短所につい
て十分に検討した上で、他都市の状況なども検証し、専門家や
いただいた御意見も参考とさせていただきながら、札幌博物館の
運営に最適と考えられる方式を採用していきたいと考えておりま
す。
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No. 該当箇所 意見の概要 札幌市の考え方

90
第5章
2(1)
P26

　事業活動に関する計画はすばらしいと考えており、この内容を
実現していくためには、優れた人材の配置は欠かせないと考え
る。

91
第5章
2(1)
P26

　ソリューション事業、リレーション事業のコンセプトは素晴らしい
が、それらを実際に展開していく上で、有為な人材の確保やコー
ディネーターの配置が欠かせないと考える。
　また、コーディネーターについては、博物館の事業展開から生
まれ育った市民がふさわしいと考える。

92
第5章
2(1)
P26

　博物館の資料が市民に活用されるためには、資料管理の専門
家が絶対に必要と考える。
　標本番号は一括管理されていても、標本そのものの保管は
個々の研究者のやり方や趣向に任されている例が多く、博物館
の資料全体について明確な責任者を置いているところが少ないこ
とが、日本の博物館の弱点であると指摘されている。
　標本管理者と研究者がそれぞれの専門性を発揮して協力する
体制を望む。

93
第5章
2(1)
P26

　最近の気象状況や気候変動により、札幌を取り巻く環境も徐々
に変化していることから、多方面の生物層に変化が生じてくると想
定される。現状の調査研究や記録を市民に伝えていく事を考慮
すると、自然系学芸員の多数増員を希望する。

94
第5章
2(1)
P26

　博物館運営に携わるスタッフは異動が多い一般職は好ましくな
い。
　スタッフは、学芸員資格は当然として、幅広い教養や関心を持
つ、多くのスタッフを確保する必要があると思う。
　スタッフは、教育的活動も行うので、視野が広く、自分の専門分
野以外でも研修・情報収集でき、さらに人脈作りに長けた、若い
スタッフが確保できると良いと思う。

95
第5章
2(1)
P26

　博物館のあり方について、思い、願う点として、博物館の標本づ
くりの専門知識を持った技術スタッフを配置して欲しいということが
ある。「本物」がもつ感動と説得力は、博物館の魅力そのものであ
り、デジタル化された社会においても、膨大なアナログな「モノ」の
収集と保存は欠かせない。
　日本では、学芸員は一般的に博物館資料をどう標本化するかと
いう技術を身につけておらず、標本化の具体的な過程やその妥
当性についての議論が深まっていない。
　一方、欧米の博物館では、学芸員の他に標本を扱う技術スタッ
フである「標本士」がおり、標本に関する技術的な業務全般を担
う。本来はこのような標本専門スタッフがいてこそ、質の高い標本
の収集・保存・保全活動や独自性のある普及・展示が可能にな
る。
　近年、博物館ボランティアによる標本作製活動が盛んになって
きている情勢も考慮すると、札幌で新しい博物館を建設するに当
たっては、是非標本に関する知識を持った技術的専門スタッフの
配置を検討していただきたいと思う。

96
第5章
2(2)
P27

　市民の博物館活動に対する責任や役割の認識、博物館への
愛着心醸成の観点から、「参画登録制度」に賛成する。

97
第5章
2(2)
P27

　事業の企画や運営に市民参画の機会を設けるのは、大変良い
が年齢構成や職業等に偏りが見られないよう工夫が必要と思う。
　また、大人だけでなく子ども達からの意見を取り入れられる仕組
みにすると良い。

98
第5章
3(1)(2)

P28

　開館日については、利用や活動のしやすさの観点から、土曜・
日曜・祝日は開館し、休館日は平日と整備等のための特別休館
日、年末年始のみとするのが好ましい。開館時間については、9
時から17時と考えるが、大規模なイベント開催や観光シーズン、
夏休み期間（6～8月）は時間延長も検討するなど特色ある博物
館にしていくために、休館日を月1回もしくは月2回など高いサー
ビスを目指して欲しい。

　開館日や開館時間につきましては、いただいた御意見も参考に
させていただきながら、利用者のニーズを把握するなどして、多く
の人が利用しやすい開館形態について、検討を進めていきたい
と考えております。

２．柔軟かつ開かれた運営体制　について（8件）

　子どもから大人まで札幌博物館に愛着を持っていただく上で、
参画登録制度は有効であると考えており、いただいた御意見も踏
まえ、具体的な制度内容について検討を進めていきます。

３．誰もが気軽に利用できる開館形態　について（4件）

 職員配置や組織、必要な人材確保につきましては、国や他都市
の例などを検証しながら、札幌博物館における事業活動を展開し
ていく上で必要な人員体制を整えつつ、活動内容にふさわしい
人材を確保していかなければならないと考えております。いただ
いた御意見も参考とさせていただいた上で、今後も検討を進めて
いきます。
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No. 該当箇所 意見の概要 札幌市の考え方

99
第5章
3(3)
P28

　利用料金ですが、入館料は無料としても、講座などへの参加料
の徴収は、参加者の自覚や責任の認識、運営経費の創出のため
にも検討すべきと考えます。

100
第5章
3(3)
P28

　利用料金は、継続的サービスを考慮すると、大人だけでも有料
にすべきと考えるが、年間パスポートなど、何度でも通いやすい
仕組みを作ることが望ましい。

101
第5章
3(3)
P28

　駐車施設の有無は集客に影響を与えるため、近隣の駐車場や
屋上駐車場など、可能な限りの駐車スペースを確保してもらいた
い。また、低廉な駐車料金設定について検討すべき。

　駐車スペースにつきましては、障がいのある方や団体利用など
一定の規模は必要であると認識しておりますが、一方で、本計画
では、博物館候補地を都心部とし、公共交通を利用した「つなが
り起点（サテライト）」へのアクセスしやすさを特徴のひとつとしてい
ることから、公共交通機関の需要喚起などの観点も踏まえ、総合
的に検討を進めていきたいと考えております。

第６章　整備推進方針　（3件）

No. 該当箇所 意見の概要 札幌市の考え方

102
第6章

1
Ｐ29

　今の博物館活動センターが持つ「市民に開かれた博物館活
動」を継承するとともに、今まで以上に参画する市民が自分たち
でつくりあげる札幌博物館というイメージを持つことができる仕組
みを期待する。

　本計画では、市民みんなで札幌の「自然と人の関わり」を探求
し、札幌の未来に向けて進化・発展し続ける博物館を目指してお
ります。そのため、これまでの博物館活動センターにおける活動
に加え、市民参画登録制度など新たな仕組みを導入することで、
これまで以上に、市民による創造的かつ自主的な博物館活動を
支援していきたいと考えており、今後その実現に向けてさらに検
討を進めていきたいと考えております。

103
第6章

3
Ｐ29

　変な愛称やニックネームをつけるのをやめてほしい。公募が良
いわけではない。

　博物館の愛称等につきましては、いただいた御意見も参考とさ
せていただきながら、今後検討していきたいと考えております。

104
第6章

3
Ｐ29

　札幌博物館を手掛ける建築家について、学校や図書館を多く
手掛け、子どもたちが自発的に遊ぶ空間づくりに優れている方に
お願いすべき。

　施設の整備については、今後具体的な検討を進めていきます
が、いただいた御意見を参考にさせていただき、子どもたちが気
軽に集い、交流できる場にしていきたいと考えております。

資料編　（２件）

No. 該当箇所 意見の概要 札幌市の考え方

105
資料3

ｻﾌﾞﾃｰﾏ1
Ｐ32

　白亜紀～中新世の海の時代の記述に「石狩平野」の用語があ
るが、当時石狩平野が既にあったという誤解が生じると思うので、
「石狩海峡」に変更すべきではないか。

　本計画に掲載している展示構成については、札幌の独自性を
紹介するものとして、現時点で想定している展示の一例として挙
げたもので、具体的な展示内容については、今後検討していきた
いと考えておりますが、いただいた御意見を踏まえ、誤解を生じな
いよう、以下のように加筆します。
　⇒【資料編修正　32ページ】
　『サブテーマ１のシナリオ案』『－1　白亜紀(1.4億年～6600万
年前)～中新世(2300～533万年前)の海の時代（中略）③石狩平
野の基盤形成－日本海・オホーツク海の開口と太平洋の沈み込
み－』と加筆します。

106
資料7

Ｐ42

　施設計画の参考資料として、類似施設の諸室面積の割合の資
料が提示されているが、数字の羅列に過ぎない。例えば、入館者
数から見た運営評価など、専門家の立場からの多様な情報提供
についても付加すべき。

　施設規模、諸室、運営方法等につきましては、今後、博物館に
おける展示・事業計画を具体的に検討していく中で改めて提示さ
せていただきたいと考えております。

１．市民みんなで考え、つくる　について（1件）

３．実現に向けて　について（2件）

　利用料金（入館料・参加料等）につきましては、いただいた御意
見も参考とさせていただきながら、国や他都市の施設などについ
ても検証しつつ、受益者負担の観点、さらに、収蔵資料の維持管
理の観点、市民が気軽に足を運びやすく、継続的な活動を行い
やすいといった観点などを総合的に考慮しながら決定していく必
要があると考えております。
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その他　（16件）

No. 該当箇所 意見の概要 札幌市の考え方

107
計画
全般

　 博物館整備に関する検討が長期に渡っていたので、その設置
を危惧していたが、計画を読んで札幌にふさわしい内容であるこ
とが理解できたため、早期の実現を期待している。

108
計画
全般

　実現が待ち遠しい素晴らしい計画であり、早期かつ、着実な計
画実施を願っている。

109
計画
全般

　博物館の将来像として、以下のようなものを目指してもらいた
い。
・北海道初の本格的な自然史系総合博物館
・多数の展示品が見られる非常に充実した内容の博物館
・全国トップクラスの規模を誇る大規模な自然史系博物館
・質・量ともに国際的なレベルの自然史博物館
・多くの人々に末永く愛される、魅力ある博物館

110
計画
全般

　札幌市の博物館建設にかかる検討は時間が長きに渡り、計画
の煮詰が遅すぎた感があるが、本基本計画はこれまでの議論を
活かした、地域性や特徴があり、かつ、実現性のあるプランと感じ
た。

111
計画
全般

　博物館の全体的構想については、大きな夢を感じています。
　博物館を市民の活動拠点にしていく事を重要な目標にしている
ことも素晴らしいと思います。
　博物館に対して新しいイメージが創られていく事を望みます。

112
計画
全般

　博物館整備にかかる検討が本格化してきたことは、素晴らしいと
考える。
郷土資料を系統的に収集し、資料の散逸を防ぐとともに、郷土が
どういう経緯で成り立って来たかという事を、次世代に継承するこ
とは、大学設置に匹敵するくらいの価値がある。また、市としてこ
のような施設を整備することで、これまでとは違った角度から研究
が進むことも期待される。
様々な環境問題などを正しく検証する意味でも、歴史を学び、環
境などを保護する研究がなされれば、良いと考えている。

113
計画
全般

　札幌市立博物館設置に関しては賛成する。

114
計画
全般

　具体的な内容が明らかではないが、市立の博物館は必要と考
える。

115
計画
全般

　札幌市に新しい自然系博物館をつくる計画が具体化したこと
に、大きな期待をもって応援する。

116
計画
全般

　全体を通して、本計画に賛同する。
　博物館活動センターはこれまで限られたスタッフと運営体制の
中で十分な役割を果たしてきたと考えており、博物館を利用したこ
とのない人達による「まちづくり」と称する他都市のコピー＆ペース
トな空間づくりではなく、今後も市民からの意見を反映させ、利用
者目線に立った施設となるように望んでいる。

117
計画
全般

　１日も早く博物館ができることを祈っている。
　たくさんの課題があると思うが、応援している。

118
計画
全般

　「（仮称）丘珠縄文遺跡公園」や「さけ科学館」、「北方自然教育
園」を札幌博物館と統合し、スケールメリットを生かせる施設にす
ることが望ましい。

　「（仮称）丘珠縄文遺跡公園」や「さけ科学館」「北方自然教育
園」については、教育的効果などの観点からそれぞれの立地に
あることが望ましいという考え方のもとで設置された施設です。
　したがいまして、現段階では、御指摘の施設との統合について
は、考えておりませんが、施設を検討していく上で、スケールメリッ
トという視点は重要であると考えております。

　本計画においては、これまでの博物館活動センターにおける成
果や課題、さらに社会情勢なども踏まえ、①市民ととに札幌の自
然・歴史・文化の独自性を明らかにし、市民の郷土に対する愛着
を育むとともに、②創造性あふれる人材を育成し、③市民が集
い、交流する場となり、活力ある地域づくりに貢献する―博物館を
目指しております。
　今後、いただいた御意見を参考とさせていただきながら、具体
化に向けて検討を進めていきたいと考えております。
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No. 該当箇所 意見の概要 札幌市の考え方

119
計画
全般

　札幌博物館建設については、反対する。
　入館料をとるならば、他教育機関や大学等施設と連携したとし
ても、そもそも継続的な入館者数が望めないと考える。

　私たちを取り巻く社会環境は日々変化しており、近年では大規
模な自然災害の発生により、自然に対する関心が高まってきてお
り、また、少子高齢化の進展などに伴う孤立化した住民の増加な
どにより、地域コミュニティの活性化が求められるようになってきて
おります。
　そうした中で、本市においては、平成13年に博物館活動セン
ターを開設し、以来市民のみなさまとともに様々な事業を実施す
ることで、博物館活動に関するノウハウを蓄積し、博物館整備に
向け実績を積み重ねてきました。
　このような社会的背景や博物館活動センターにおける活動成
果などを踏まえ、札幌市では、札幌博物館を整備することにより、
郷土への愛着と誇りを育むとともに、創造性あふれる人材を育成
し、さらに街づくりにも貢献していくことができる博物館が必要にな
ると考えております。

120
計画
全般

　計画案は全体として非常によくできていると思う。
　札幌は道央部の周辺地域の中心的役割を担っているが、その
歴史は周辺地域から多くの物資の供給や人的貢献により発展し
た経緯があることを意識し、自然について資源という視点から幅
広く取り上げて欲しい。

　札幌の街の形成や成り立ちについて考えていく上では、周辺地
域から石炭など多くの天然資源の供給や人的貢献を受けたこと
は、欠かせない事実であることから、いただいた御意見を参考とさ
せていただきながら、札幌や周辺地域を含む石狩低地帯に関す
る展示内容について、今後検討していきたいと考えております。

121
計画
全般

　全体を通して、札幌博物館の目的や使命、今後の方向性につ
いてよく纏められており、改めて博物館活動センターの地道な活
動に敬意を持った。

　これまでの博物館活動センターにおける成果や課題、さらに社
会情勢なども踏まえ、①市民とともに札幌の自然・歴史・文化の独
自性を明らかにし、市民の郷土に対する愛着を育むとともに、②
創造性あふれる人材を育成し、③市民が集い、交流する場とな
り、活力ある地域づくりに貢献する―博物館を目指しております。
　今後も具体化に向けて検討を進めていきたいと考えておりま
す。

122
計画
全般

　本計画を拝見し、長期の検討と、相応の準備がされていることが
わかり、基本テーマにも賛同点が多数ある。北海道博物館や北
大総合博物館との棲み分けも十分配慮され、札幌から世界に発
信するという期待感も感じられる。

　札幌博物館では、自然史の視点から札幌の自然・歴史・文化
に関する札幌の独自性を明らかにしていきたいと考えており、今
後も他の博物館との役割分担などについて、十分留意しながら、
本計画を着実に実現することができるよう検討を進めていきたいと
考えております。
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